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序章 ～甘い予感～








　暖かい日差しが降り注ぐ季節。大学のキャンパスでは、多くの学生が楽しそうに談笑しながら昼休みを満喫している。

　ほとんどの席が、友達のグループやカップルで埋まっている中、一つのテーブルだけは男子学生一人しか座っていない。

　癖のある黒髪、色白の肌に細身の体つき。ベージュのハイネックのトップスに紺色のジーンズと、地味な印象の服装。

　周囲はそんな彼に目もくれず、講義のことやサークルのこと、流行りの話題などで盛り上がっている。

　彼──灰はい谷たに結ゆ弦づるもまた、周囲のことなど気にせずイヤホンをして黙々と弁当を食べ続けていた。

　昔から人と話すのはあまり得意ではない。なので昼休みは基本的に、好きな音楽を聴きながら一人で食事をして過ごしている。

　音楽を聴いていれば、周りを気にしない上に余計なことも考えずに済む。

　穏やかな時間を満喫していると、人影がこちらに近づいてきて、結弦の座る席のすぐそばで止まった。

「ねえ、ここ空いてるかな？」

　まさか自分に話しかけられたとは思わず、返事をするまで少し時間がかかってしまった。

　声をかけてきたのは一人の女子学生。結弦が所属する映画研究会の先輩、上こう月づき紗さ耶や香かである。

「えっと、どうぞ……」

　結弦は音楽を止めてイヤホンを外し、たどたどしく返事をする。

　さすがに先輩の頼みを無下にはできない。それに、美人と評判の紗耶香に話しかけられて、満更でもない自分もいた。

「ありがとう」

　紗耶香はにっこり笑って礼を言うと、結弦の向かいの席に腰を下ろす。

　その笑顔を見た途端、結弦の鼓動が速くなり体も熱く火照る。

　背中まで伸びた長い髪に整った顔立ち。切れ長の目と桜色のリップで彩られた唇は、どことなく色っぽく蠱惑的な魅力を感じられた。

　スレンダーな体つきだが、服の上からでもわかるほど胸が大きい。

　そんな美人が目の前に座っているせいか、結弦の心はいつになく落ち着かない。

「君は確か、灰谷君だったよね？」

「はい、上月先輩」

　声が変に上擦ってしまっている。おかしな奴だと思われていないか、結弦は急に気になり始めた。

「そんなに緊張しないでよ。別に取って食べたりなんかしないから」

「あ、はい……」

　結弦はぎこちない笑顔で返事をしつつ、とりあえず紗耶香に変に思われてないとわかって安堵する。

　しばらく沈黙が流れたが、結弦を気遣ってか紗耶香の方から話題を振ってくれた。

「灰谷君も、普段から映画よく観るの？」

「はい。従兄弟が映画好きで、家にたくさんビデオやＤＶＤが置いてあって、子供の頃は遊びに行くたびに観せてもらってました。それから僕も、映画にハマっていったんです」

　それがきっかけとなり、結弦は紗耶香と映画の話題で盛り上がった。

　普段はほとんど人と話さない結弦だが、趣味のことになるとこうして饒舌になる。

　また、女性相手にここまで話が弾んだのは、今回が初めてである。それ以前に、異性とまともに会話したこと自体、ほとんどなかった。

　今までにないぐらいとても楽しくて、結弦は時間が過ぎるのも忘れて話し込んでいた。

　話に一区切りが着いたところで、昼休み終了前の予鈴が鳴り響く。

「もうすぐ昼休み終わりだね。灰谷君も、次の時間は講義あるんでしょう？」

「はい、すぐそこの二階です」

「じゃあ、私はあっちだからもう行くね。また一緒に話そうね」

　紗耶香は笑顔で手を振り、長い髪を揺らして颯爽と歩き出す。

　彼女が去って行った後も、結弦は胸の高鳴りが止まらなかった。

　あの優しい笑顔に他意はないと思うが、それでも結弦の心を惹きつけるのに充分である。

　その後も紗耶香とは昼休みに一緒に話をしたり、たまに映画を見に行ったりはした。しかし自分達の関係は、先輩後輩のままでそれ以上には発展しなかった。

（今はまだそれでも構わない。いつか紗耶香先輩に振り向いてもらえれば、僕はそれでいい）

　生まれて初めての恋。この先、紗耶香のような魅力的な女性に出会えるだろうか。

　──何としてでもこの恋を成就させたい……！

　そのためにはまず、自分に自信をつけることである。

　今のままでは到底、紗耶香に不釣り合いどころか、彼女に振り向いてさえもらえないだろうから。

　こうしてこの日から、結弦の恋の成就に向けた計画が始まった。







第一章 ～再会した後輩は溺甘イケメンに変わっていました～








　近くの席に座る女子社員達が、お喋りで大いに盛り上がっている。

　話の内容は、同期の男子社員が結婚するというもの。誰もが大きな声ではしゃいでいるものだから、会話が全てこちらに筒抜けである。

　聞きたくなくても自然と耳に入ってきてしまい、紗耶香の中でだんだんと苛立ちが募ってきた。

　お盆の上の定食がまだ少し残っていたが、これ以上この場にいたくなくて早々に立ち上がる。

　その際、ガタンと音を立てて椅子をしまったため、周囲にいた社員が一斉にこちらを向く。

　だが、紗耶香は彼らの視線を尻目に、お盆を返却口に置いて社員食堂を出ていく。そして自身のデスクに戻ると、深いため息をついた。

　先週でちょうど三十歳を迎えたものの、結婚はおろか今は恋人さえいない。少し前にマッチングアプリに会員登録したが、ほとんど使わないまま現在に至っている。

　恋人がいた時期はわずか一年ほど。

　趣味が一緒だったので気が合うと思い付き合い始めた。しかし、家族に紹介した際に彼と紗耶香の父親とそりが合わず、それを機にだんだんすれ違うようになり、最後は喧嘩別れとなってしまった。

　こんな感じで恋愛面が上手くいっていないものだから、紗耶香は恋バナや結婚の話題を極力避けている。

　先程の女子社員のように、ああやって盛り上がっているのを見聞きするたびに、自分が笑われているような気がするのだ。

　そう感じる理由は一つ、本当に嘲笑っている者がそばにいるせい。

　昼休み終了の予鈴が鳴るまでまだ時間がある。この間だけでも嫌なことを忘れようと、紗耶香は机に突っ伏してそっと目を閉じた。

　だが、そのわずか数十秒後のこと。

「昼休みに一人寂しく昼寝ですか。上月さんは異性だけでなく、同性からも避けられているんですねぇ」

　嫌味で粘着質な濁声が耳に届き、紗耶香は勢いよく顔を上げて振り返る。

　上司の根ね来ごろがいやらしい笑みを浮かべて立っていた。

　喫煙直後なのか、やたらと煙草の臭いがきつい。紗耶香は不快感を隠すことなく顔をしかめた。

　根来はあからさまに大人しそうな人をいびったり、女性に対しセクハラ発言を繰り返したりしている。

　特にここ最近は紗耶香を標的にしており、事あるごとに恋愛面で上手くいっていないことでしつこく嫌味を言ってくる。

　だが、風当たりが強くなって職場にいづらくなるのを恐れてか、誰も根来を訴えようとしない。耐えられない人の多くが、泣き寝入りして会社を辞めて行ってしまう。

　この時もまた、こちらが何も言わないと高を括ってか、根来は愉快げにペラペラと喋り始めた。

「上月さんって、確か今年で三十を迎えるよね？　周りはほとんど結婚してるのに、どうして君だけには嫁のもらい手がないんだろうね？　顔と体はいいのにねぇ」

　根来はそう言いながら紗耶香の全身、特に胸元をじっと見つめてくる。

（本当、気持ち悪い奴……！）

　直接、体を触れられているような不快感と共に、吐き気が込み上げてくるのを感じた。

　こんな痩せこけた陰湿な中年男に、体をじろじろと見られることほど、気味悪いものはない。

　だが、そんな紗耶香の心情などお構いなしに、根来のセクハラはエスカレートする。

「まあ、君のような気の強そうな子は大抵、セックスが下手だからね。見るからに、男を悦ばせられなさそうだよ。それじゃあ独り身でも仕方がないか」

　もう我慢の限界だった。

　人を小馬鹿にした話し方、いやらしい笑い顔、粘着質な濁声──根来のことは以前から嫌いだったが、今抱いているのは憎悪と言っても過言ではない。

　人に対し、こんな感情が湧き上がるのは初めてで、紗耶香は根来を睨みつけると間髪を容れずに口を開く。

「いつもいつもうるさいんだよ！　この変態オヤジが！」

　堪忍袋の緒が切れた紗耶香は、クビを承知の上で机を思い切り叩いて根来に罵声を浴びせた。

　近くを通りかかった社員は皆、足を止めて何事かとこちらを振り向く。女子社員の中には、ざまあみろとばかりに根来に嘲笑めいた視線を向けていた。

　当の根来はというと、まさか紗耶香が啖呵を切るとは思わなかったのか、すっかり呆気に取られている。

「私のこと、セックスが下手そうだとか言ってるけどさ。だったらあんたは、自分の女房と寝て気持ちよくなったことあるのかよ！　どうせ毎晩、仕事で遅くなるとか言って風俗通いしてんじゃないの⁉」

「ど、どうして上月さんがそれを──⁉」

　適当に言っただけなのに、根来はすっかり動揺しうろたえている。どうやら図星だったらしい。

　今までの恨みを晴らす良い機会である。紗耶香は思い切り皮肉を込めて言い返してやった。

「お店で働いている子がかわいそうになってくるよ、あんたみたいな変態の相手をしなきゃならないんだから。あんたが毎晩風俗通いして、職場ではセクハラを繰り返してるなんて、家族に知れ渡ったら大変だよね。奥さんは近所付き合いできなくなるだろうし、子供も学校でひどいいじめに遭うんじゃないの？　いっそのこと、私があんたの家族にバラしてやろうか？」

　少し言い過ぎかと思ったが、紗耶香を止めようとする者は誰もいない。

「わ、悪かったよ、上月さん！　今までのことはちゃんと謝るし、クビにもしないから！　だからどうか機嫌を直して！　ね？」

　自身の立場が悪くなった途端、根来は白々しく謝りこちらの機嫌を取ろうとしてくる。本当にプライドのかけらもない最低な人間である。

「私、今を以て会社辞めるんで。社員証も保険証も全部返すから」

　言いたいことは全て言った。もうこんな職場に未練などないし、根来がいる場所で同じ空気を吸いたくもない。

　紗耶香は社員証と保険証を机に置くと、私物を素早くまとめてオフィスから出て行った。







　昼休み終了と同時に会社を出たので、自宅マンションに帰ってきたのは一時半を過ぎた頃であった。

　昼食をあまり食べていないせいか、すぐにお腹が空いてきた。

　紗耶香は棚からスナック菓子を出し、袋から直接むしゃむしゃと食べ始める。

　大卒で入社してから約九年──我ながら、あんな会社に長く勤めたと思う。自分自身を褒めてやりたいぐらい。

　──何はともあれ、まずは明日から次の仕事を探さなければ。

　生活のためというのもあるが、何より一番の理由は実家に知られたくないから。

　地元で空手教室を営む父親は、紗耶香を跡取りになってくれそうな相手と結婚させたがっている。なので会社を辞めたことがバレたら、これを機に結婚を強要してくるに違いない。

　本当は弟の健けん太た朗ろうに継がせるのを望んでいるが、本人にその気は全くなく実家を出て地元のペットショップで働いている。

（弟が継いでくれないからって、私に結婚させようとか自分勝手過ぎる……！）

　セクハラ上司、結婚を強要する父親──こうして考えてみると、自身の周りにはロクな男がいない。

　元彼はまともな人だったけれど、父親に会ってからはだんだん冷たくなっていった。

　紗耶香の方から何度か、一緒に乗り越える方法を考えようと提示したが、上手くいくとは思えないと言って話し合いに応じてくれなかった。

　今にして思えばこちらが考えていたほど、向こうは紗耶香を愛していなかったのかもしれない。

（だけど、関係がこじれたのは私のせいじゃないし……！）

　振り返っているうちに、だんだんと腹が立ってきた。

　紗耶香は半ばやけになって、スナック菓子をあっという間に一袋平らげてしまう。

　だが、それでも怒りは収まらなかった。

　思い切って日中から飲もうかと、紗耶香は冷蔵庫を開けたものの、缶ビールを取ることなくそのまま閉めた。

（家で飲んでもパッとしないし、気分転換にどこかへ飲みに行こうかな）

　それに外で飲めば、気持ちも少しすっきりするかもしれない。

　日が暮れるまで適当に時間を潰してから、紗耶香はよそ行きの紺色のワンピースに着替える。更に化粧もしっかり直して、お気に入りの桜色の口紅を塗る。

　別に飲み会に出るわけではない。しかし、どうせ街に出るなら少しでも綺麗な格好をしていきたかった。

　鏡で自分の姿を確認した後、紗耶香はバッグを手に部屋を出た。

　夕方ということだけあって、電車の中はかなり混雑している。

　そういえば、いつだか電車が人身事故か何かで動かなくなり、会社に一時間以上も遅れたことがあった。あれは確か、まだ元彼と付き合っていた頃の話である。

　その旨を連絡した際も、根来からセクハラされた。「本当は彼氏と遅くまでやってて寝坊したんじゃないのか？」と。

　もう二度と会うことなどないだろうが、本当につくづく腹が立つ男である。

（いけない、いけない。せっかく飲みに行くんだから、あんなセクハラオヤジのことなんて忘れないと！）

　紗耶香は嫌な記憶を消し飛ばすように頭を軽く振った。

　電車を降りて改札口を出ると、紗耶香はふうぅっと大きくため息をつく。

　人混みから解放されたせいか、体が軽くなった気がする。人混みが特別に苦手というわけではないが、狭い空間にいるとだんだん息苦しくなってくる。

　紗耶香がもう一度ため息をついたところで、唐突に横から話しかけられた。

「わかります、人混みを抜けると解放感がありますよね」

「本当、そうですよね」

　そう返事をしてから紗耶香は、慌ててすぐ真横を振り向く。

　そこに立っていたのは、モデルと見紛うような見目麗しい男性。

　馴れ馴れしく話しかけられて警戒するも、よく見るとその顔には見覚えがあった。

「灰谷……君……？」

　一瞬、誰だかわからなかった。しかし、やや高めの声や柔和で穏やかな面持ちから、大学時代の後輩である灰谷結弦だと気付く。

「お久しぶりです、上月先輩。僕のこと、覚えていてくれて嬉しいです」

　結弦はその言葉通り、満面の笑みを浮かべて歓びを露わにする。

　やや癖のある猫っ毛の黒髪や、中性的で整った顔立ちは学生時代から変わっていない。

　しかし、雰囲気は学生時代とは全然違う。

　初めて見た時の第一印象は、大人しくて控えめな男の子。今の結弦は明るく爽やかな好青年といった感じだ。

「電車を降りたらちょうど先輩が見えたので、声をかけようと追いかけたんです。あっ、別にストーカーしてたわけじゃないですよ」

「心配しなくても大丈夫よ。灰谷君はそんなことする人じゃないって、ちゃんとわかっているから」

「それなら良かったです」

　紗耶香の言葉に、結弦は安堵した様子でため息をつく。

　女受けする外見だけど、決してそれをひけらかすようなことはしない。性格も温厚で優しく、こちらの考えも大切にしてくれる。

（私の周りにいる男達とは大違い）

　そんな結弦と一緒に過ごせば、この荒んだ心も癒されるかもしれない。

「ねえ、灰谷君。もし暇なら、これから一緒に飲みに行かない？」

　紗耶香は駄目元で結弦を誘ってみる。

　すると彼は表情をパッと輝かせて、「いいんですか⁉」と言葉を返した。

「上月先輩に誘ってもらえるなんて嬉しいです。ありがとうございます」

　結弦は今まで見たことないぐらい上機嫌である。

　まさかここまで喜んでもらえるとは思わなかった。すぐにＯＫをもらえて紗耶香は胸を撫で下ろす。

「じゃあ、すぐ近くのお店でいいかな？」

「先輩が連れて行ってくれる店なら、僕はどこでもいいですよ」

「ありがとう。灰谷君は本当に優しいね」

　紗耶香が礼を言って微笑みかけると、結弦は少し照れた様子で頬を赤くする。

「いえ、そんな。上月先輩に優しくするのは……当たり前ですよ……」

「え？　何？　よく聞こえなかったんだけど」

　結弦の声がだんだん小さくなっていき、周囲の音に搔き消されて何を言われたのかわからなかった。紗耶香はすかさず訊き返すが、結弦からの返答はなくすぐに話題をすり替えられてしまう。

「そんなことより、早く行きましょうよ。でないと、満席になって入れなくなりますよ」

「あ、うん。そうだね」

　気にはなったものの、結弦の言う通り混雑する前に行った方がいいのは確かだ。

　紗耶香は結弦を連れて、友人とよく飲みに行った店へと向かった。







　店はやや混雑していたものの、幸い席は空いておりすぐに座って注文することができた。

　酒がテーブルに運ばれてくると、紗耶香はグラスの中身を一気に飲み干した。

　そしてすぐに同じものを注文してまた一気に呷る。

「先輩、大丈夫ですか？」

　紗耶香が立て続けに二杯も呷るものだから、結弦は心配そうに顔を覗き込んで尋ねてくる。

「大丈夫。お酒が美味しくて、つい一気飲みしちゃっただけだから」

　付き合ってもらった上に、心配をかけさせるのは申し訳ない。紗耶香は繕った笑顔を見せて明るく振舞う。

　しかし、結弦は相変わらず心配そうに、じっとこちらを見つめたまま。

「あまり大丈夫そうには見えないですよ。何だか、無理して元気を出してるような感じがします。もし僕で良かったら、話聞きましょうか？」

「いいの？」

　紗耶香は目を丸くして訊き返した。

　話せば気が楽になるかもしれない。しかし、結弦は全くの無関係である。それに、決して良い内容ではないので、彼にまで不快な思いをさせてしまうだろう。

「でも、やっぱりいいかな。あんまり良い話じゃないから、灰谷君まで嫌な気分になるかもしれないし」

「愚痴でも何でも構いません。むしろ、話せばすっきりすると思いますよ。それに僕、上月先輩が元気ない姿を見てる方が辛いです」

　結弦の優しさに溢れた言葉に、紗耶香は心を大きく動かされる。

　学生時代から優しい子だと思っていたが、ここまで気遣いのできる子だとは初めて知った。

　そんな結弦になら、安心して全てを打ち明けられそうだ。

　紗耶香は三杯目を飲んでから、今日あったことを順番に話していく。

「……今日の昼休みにね、私がまだ独身であることに対して、上司から色々と嫌なこといっぱい言われたの」

　その上司には以前から、セクハラ発言をたびたび浴びせられていたこと。それが積もり積もって、とうとう我慢できずに啖呵を切りその勢いで会社を辞めたこと。紗耶香は包み隠さず、あったこと全て正確に話した。

　その間、結弦は嫌な顔一つすることなく、こちらの話を真摯に聞いてくれた。

「そんなこと言うなんて、その上司最低じゃないですか。僕だったら殴ってしまいそうです」

　その上、こうして紗耶香の怒りも理解し、きちんと同情もしてくれる。そんな結弦こそまさに、紗耶香にとって理想の男性像と言えるに違いない。

　そうして話しているうちにだんだんと、感情も昂ってきて「もう本当に嫌になってくる！」と吐き捨てていた。

　その勢いで、今度は元彼に関する愚痴もぶちまけていく。

「別れる間際、元彼からこう言われたんだよね。君とはもう無理だって。何がどう無理なのかは、具体的に教えてくれなかったけど。そりゃあ、人間誰だって全部が全部合うわけじゃないと思うよ？　それにしたって、何もあんな風に冷たく言わなくても……」

　話をしているうちに、当時のことを思い出して切ない気持ちになる。

「やっぱ私って、何の魅力もないのかな？」

　言いながら紗耶香は、人目も憚らず泣き出してしまう。

「そいつらの言葉になんか惑わされないで下さい」

　すると結弦はきっぱりとした口調で言い放ち、紗耶香の前にそっとハンカチを差し出す。

「ありがとう……」

　紗耶香は鼻をすすりながら礼を言うと、ハンカチを受け取って溢れてくる涙を拭いた。

　そんな彼女をいたわるように、結弦は肩に手を置き何も言わずに撫でてくれる。

　そのぬくもりや感触がとても優しくて、紗耶香の心はたちまち癒えていった。

「紗耶香さんはずっと前から、誰よりも魅力的な女性です。僕が誰にも文句は言わせません」

　気休めでもその場限りの慰めでもない。結弦の紛れもない本気の想いであると、言葉の端々から強く伝わってくる。

（私のこと、魅力的だって思ってくれている人が、こんなそばにいただなんて……）

　結弦の優しい言葉に紗耶香の胸は高鳴り、今度は嬉し涙が溢れてくる。

　こんな風に、異性から優しくされたのは、ずいぶんと久しぶりである。そのせいか、この時の紗耶香の目には、結弦がとても魅力的に映って見えた。

　──こんな素敵な男性が恋人だったら、どんなに幸せだろうか？

　元々、見た目は良いとは思っていたけれど、結弦にときめいたのは初めてである。

　その感情に気付くと同時に、彼にもっと甘く満たされたいという願望も込み上げてくる。

「ありがとう、灰谷君。君に一つ、お願いしてもいいかな？」

「もちろんですよ、何でも言って下さい」

　自分が頼られて嬉しいようで、結弦は満面の笑みで大きくうなずく。

　それを確認した紗耶香は結弦に顔を近づけ、彼にだけ聞こえるようにそっと耳打ちした。

「私のこと、抱いてくれる？　ここしばらくやってないけど、灰谷君とならすごく気持ちよくなれそうな気がして。それに、今度またいつ会えるかわからないし」

　後輩に抱いてほしいと頼むなど、普段の紗耶香なら絶対にあり得ない。

　だが、かなり酔いが回っているのと、結弦に甘く満たされたいという願望のせいで、とんでもないお願いをしている自覚など今の紗耶香にはなかった。

　当の結弦はというと、顔を真っ赤にして呆然となっていた。

「やっぱり、私なんかじゃ駄目……？」

　紗耶香が悲しげに問いかけると、結弦は慌てふためきながら「いえ、そんなことないです！」と返答した。

「ただ、まさか誘われるとは思っていなかったから、ちょっとドキドキしちゃっただけで……。紗耶香さんが望むなら、僕は何でもしますよ」

　とんでもないことを頼んでいるというのに、結弦は迷うことなく快く承諾してくれる。

　そんな彼の優しさに絆され、紗耶香はたまらず胸を高鳴らせる。

「ありがとう。それじゃあ、お互いの気が変わらないうちに、ホテルへ行こうか」

「僕が紗耶香さんのために、良い夜にしてあげますね」

　屈託のない笑顔を浮かべる結弦は、いつになく上機嫌であった。







　二人は店を出ると、駅前の安いビジネスホテルに向かった。

　格安を売りにしているだけあって、内装やベッドなどはどれも簡素なものばかり。

　それでも結弦は、ホテルに着いてから終始上機嫌であった。

「灰谷君、何だか嬉しそうだね」

「そりゃあ、嬉しいですよ。憧れの紗耶香さんと、こうして二人きりで泊まれるんですから」

　結弦はにっこりと笑うと、紗耶香に近づいて含みのある視線を送る。

　こんな間近で見つめられたのは初めてである。しかも、その眼差しが色気に満ちていて、紗耶香はたまらずドキドキしてしまう。

「嫌なことなんて全部忘れるぐらい、僕が気持ちよくしてあげますよ」

　耳元で甘くささやかれ、一段と胸が高鳴りを増した。

（灰谷君って、こんなに色気のある子だったっけ？）

　そんな疑問が脳裏をよぎるのと同時に、結弦は優しく紗耶香を抱き寄せてくる。

「あ……」

　体が密着した途端、紗耶香の口から甘い声が漏れ、鼓動も一気に速くなる。

「紗耶香さんは本当に素敵な人です」

　結弦は陶然とした口調でささやくと、頬にそっと触れて唇を重ねてきた。

「ん……」

　慈しむような柔らかいキス。その優しい感触に心は蕩け、体の芯も次第に熱くなっていく。

　紗耶香がそっと舌を動かすと、結弦がそれに応えるように舌を絡ませてくる。

　そうして何度も唇を重ね、口内を優しくじっくり舐られる。この感覚がこの上なく心地良くて、唇の隙間から喘ぎ混じりの吐息が漏れた。

　口づけが終わって唇が離れると、結弦は少しはにかんだ様子で頬を赤らめていた。そんな彼が微笑ましく感じられて、紗耶香は表情を綻ばせる。

「顔が赤いけど、どうしたの？」

「いえ、紗耶香さんとキスできたのが嬉しくて……」

　結弦は照れくさそうに頬を掻く。

　それから彼は紗耶香をそっと押し倒し、ゆっくりとワンピースを脱がせにかかる。

　色気のないシンプルな下着姿になり、紗耶香は少しばかり恥ずかしくなる。

　だが、結弦は決して揶揄することなく、その後も丁寧な所作で脱がせてくれた。

「綺麗だ……」

　一糸まとわぬ姿の紗耶香を見て、結弦は感極まった様子でため息をつく。

　その目にいやらしさは微塵も感じられない。

　今まで会った男の大半が、紗耶香の体──特に大きな胸をいやらしい目で見てきた。中には、卑猥な欲望を抱く者もいたに違いない。

　しかし、結弦はいきなり触れるような無粋な真似はしてこない。それだけでも、紗耶香は結弦に対し好感が持てた。

　彼は再び口づけを落としてから、体のラインをなぞるようにそっと撫でる。

「はぁ……」

　触れられた瞬間、紗耶香は陶然とした面持ちでため息をつく。

　たまらずときめいてしまう、優しくも蕩けるような愛撫。元彼に触れられた時も、こんな風に感じたことなどなかったかもしれない。

「あの、どうでしょうか？」

　結弦はおずおずと尋ねてくる。

　彼の言うどうとは、愛撫のことを指しているのだとすぐにわかる。そんなことをいちいち訊いてくるなんて、何だか初心でかわいらしいと思った。

「すごくいいよ」

「良かった、紗耶香さんに喜んでもらえて」

　結弦は安堵した様子で表情を緩めると、胸の膨らみを優しく揉みしだいていく。

「あっ……ああ……」

　こちらを丁寧に気遣ってくれているのがよくわかる。そんな結弦にますます絆され、紗耶香の胸の高鳴りが増していった。

「紗耶香さんの声、とってもかわいいですね」

　結弦はうっとりと微笑みながら、乳房の大きさを堪能するように揉み続けた。

「ん……あぁ……」

　こうして触れられていると肌が粟立ち、快感からあえかな嬌声が自然と漏れ出る。

　紗耶香が甘い愛撫に感じ入っていると、乳房を揉む結弦の手つきが少しずつ大きくなっていった。

「あっ……あぁん……！」

　紗耶香は艶めいた嬌声を上げて、ビクンと体を震わせる。

　体の芯が早くも疼き始めている。結弦の甘く優しい愛撫で、もっと満たされたいという欲望すら込み上げていた。

　結弦は豊満な胸を揉みしだきながら、淡く色づいた頂も弄り始める。

「あ、あぁあ……」

　甘い刺激を伴った快感が全身に広がっていく。体の奥がじんわりと熱を帯びて、胸の鼓動も早くなる。

　紗耶香の乱れる姿にそそられたらしく、結弦は嬉々とした面持ちで乳首を擦り上げていった。

「ンンッ……あぁああ……っ！」

　指先で転がされている乳頭は、少しずつ硬くしこり濃く色づいていく。同時に感度も上がって紗耶香の声に艶が増した。

　胸の先端がジンと甘く痺れ、快感も大きく膨れ上がる。敏感になった蕾を弄られるのがこの上なく気持ちよく、もっと欲しいという風に体が一段と疼く。

「ふふっ、もうすっかり硬くなってますね」

　結弦はまじまじと乳首を眺めながら、からかうように指の腹で押してくる。

「あン！」

　わずかな刺激にも過敏に反応し、紗耶香は淫らに喘いで身震いする。

　そんな紗耶香の反応を愉しむように、結弦は繰り返し乳頭を突いたり擦り上げたりした。

　鋭敏になった胸の先端を翻弄され、体の芯がますます熱く火照っていく。同時に劣情も増していき、彼女は表情を蕩けさせて甘い声音で啼いた。

「気持ち良さそうな顔してますね。もうたまらないな」

　そうささやく声音は色気に満ちており、紗耶香はたまらずドキドキしてしまう。

　結弦は軽く舌なめずりした後、ぷっくり膨らんだ乳首を口に含んで舐り始めた。

「あっ、は……あぁ……」

　乳輪全体に舌を這わされていく。快感とくすぐったさが押し寄せてきて、紗耶香は身を捩らせながら喘ぐ。

「紗耶香さんの乳首、すごく反応がいいですね。僕の愛撫で感じてくれているんだってわかって、とっても嬉しくなってきます」

　結弦は嬉々とした様子で乳首を舐め回していく。

「あ……ぁあぁん、すごく……気持ちいい……」

　胸の先端を舌で撫で回され、紗耶香は喉を仰け反らせて艶声を漏らす。

　こんなにも気持ちいいと感じたのは初めて。甘く優しい結弦の愛撫に、すでに身も心も蕩け始めていた。

　紗耶香が素直な反応を返してくれて、ますます気分が良くなったらしい。結弦は指と舌で執拗に乳首を愛でる。

　乳頭を刺激されるたびに、紗耶香の体は跳ねて艶めいた嬌声が上がる。

　それに伴って、結弦の愛撫も一段と淫靡なものになっていった。

「あ、は……あぁあ……」

　紗耶香は頬を上気させて、幾度となく体をくねらせた。

　舌を這わされ、柔らかく吸われて、胸の先端から全身にかけて濃厚な快感が走る。

　もっと欲しいとばかりに体は疼き、紗耶香の口から自然と願望の言葉が出た。

「灰谷君、もっと……して……」

　誘惑するように甘くおねだりすると、結弦は応じるように強く吸いついてくる。

「んんっ……あぁああ……！」

　同時に乳房も捏ね回され、苛烈な快感が電流のように駆け抜けていく。

　紗耶香は甲高い嬌声で啼きながら、美しい肢体を淫らに波打たせた。

　体の奥から快感が止め処なく込み上げてくる。下肢の疼きも強くなり、最奥から濃厚な蜜がトロリと溢れてくる。

　胸への愛撫だけで達ってしまいそうなほど気持ちいい。結弦の愛撫がもたらす快楽は、紗耶香の理性を官能の深みへと溺れさせていった。

（抱かれるのがこんなにも、気持ちのいいものだったなんて……）

　元彼との情交の記憶も、全部忘れてしまうほどの甘い快楽。もっと気持ち良くなりたくて、劣情と共に体の疼きが増してくる。

　紗耶香が恥ずかしげに太腿を擦り合わせていると、胸から腹部にかけてゆっくりと撫で下ろされた。

「あ……あぁぁ……」

　結弦の淫靡な手つきにふつふつと肌が粟立つ。情欲を掻き立てるようなその愛撫に、紗耶香は快感から身を捩らせてあえかな声を漏らす。

　更に鼠径部を撫でられ、そのまま閉ざされた割れ目をなぞられる。

　焦らすような動きにもどかしさを感じつつも、秘められた部分を触れられる期待から疼きも増した。

　結弦は口元に笑みを浮かべると、指先で秘花を割り開いてほぐすように動かしていく。

「ん……あぁ……」

　蜜口を軽く掻き乱されただけで、背筋が震えるほどの快感が訪れる。紗耶香は恍惚の面持ちで顎を仰け反らせ、鼻に抜けるような声で喘いだ。

　指を動かされるたびに、恥裂がヒクヒクといやらしく震える。同時に淫蜜も溢れてきて、結弦の指を伝って流れていった。

「僕の愛撫でここまで感じてくれたんですね。すごく嬉しいです」

　結弦は満面の笑みを浮かべると、嬉々とした様子で声を弾ませる。

　そうして紗耶香にもっと快感を与えるために、上端にある小さな花芽を探り当ててくる。

「あぁン！」

　触れられた瞬間、下肢全体に強い刺激が走り、紗耶香の体がビクンと大きく跳ね上がった。

　彼女の反応を見た結弦は、指先を蜜で濡らすと敏感な突起を丁寧に擦り上げていく。

「ンッ……あ、はぁ……あぁッ！」

　突き抜けるような快楽と共に、強い疼きが下肢の中心を帯びていく。紗耶香は歓喜の悲鳴を上げて体を仰け反らせた。

　指の腹で撫でられ、転がされるたびに、淫芽は膨らみを増して充血する。紗耶香の反応も大きくなり、嬌声にも一段と艶がかっていった。

「紗耶香さんの反応、すごくたまらない。見ていてそそられます」

　結弦はうっとりとつぶやくと、指を動かす速度を上げていった。

「あぁぁああっ！」

　肉芽を激しく擦られ、中をクチュクチュと掻き乱されて、花芯全体が歓喜に震えるように収縮する。蜜は止め処なく溢れ、結弦の指先や太腿をしとどに濡らす。

　不意に、淫襞を撹拌する指の数が二本に増やされる。

　だが、結弦は決して強引に広げるようなことはせず、紗耶香を気持ちよくさせるためにひらすら優しく撹拌していく。

「ああ、あぁあぁ……ン……！　もう……すごくいい……！」

　紗耶香は憚りのないことを口走り、ビクビクと体を波打たせる。

　快感が絶え間なく訪れて、熱く火照った体を一段と疼かせていった。

　結弦が与えてくれる快楽に、身も心もたちまち溺れていく。徹底的になぶられている花芯が、熱く心地良くて今にも達ってしまいそうになる。

　紗耶香が頬を上気させて快感に浸っていると、結弦の指の動きが更に速くなった。

「あぁぁあっ！」

　鋭敏になった雌核はビクビクと痙攣し、ますます充血して隆起する。官能の熱もより一層高まり、紗耶香は甲高い嬌声を上げて戦慄いた。

　涙を流して身悶える紗耶香に、高揚を覚えた結弦は再び胸を弄り始める。

「あっ、ああぁぁあ……っ！」

　花芯を愛でられているところへ乳首も刺激され、苛烈な快感が容赦なく全身に襲いかかってくる。

　体中の性感帯が、今まで感じたことのないほど過敏になっていた。しかし、その感覚がこの上なく心地良くて、紗耶香は陶然とした面持ちで官能の悦楽に溺れていく。

「そうやって感じている紗耶香さん、本当に素敵です。もっと感じてイク姿を、僕にたくさん見せて下さい」

　結弦は甘くささやいた直後、紗耶香を絶頂へ導くように指の速度を上げた。

「は……あぁああぁッ！」

　強すぎる快感に意識が飛びそうになった。

　花唇全体が引き攣って蜜が迸る。体だけでなく理性も蕩け、官能の悦び以外に何も考えられなくなる。

　その後も結弦の指戯によって、感じる部分を徹底的に攻められ、快楽の波がより一層高まっていった。

　紗耶香の仰け反りも大きくなり、熱いうねりが体の奥から一気に押し寄せてくる。

「あああぁぁぁあぁっ！」

　紗耶香は全身を激しく震わせながら、一際甲高い悲鳴を上げて達した。

　全てを飲み込むような強い絶頂感であった。身も心も完全に満たされて、紗耶香は夢見心地で甘いため息をつく。

　快楽の余韻に陶然と感じ入っていると、結弦がそっと唇を重ねてくる。

「ん……」

　触れ合うだけの優しいキスだったが、それだけでも紗耶香の胸はときめき体の芯も熱くなる。

「気持ちよくイケましたか？」

　結弦は甘くささやきながら、紗耶香の髪をそっと撫でてくれた。

　彼の声がとても心地よく響き、甘い陶酔に似た感覚が込み上げてくる。

「うん、すごく……気持ちよかった……」

　しかし、これだけでは物足りない。蕩けるような濃密な快感を味わった今、体は熱い楔を求めて一段と疼いていた。

　そのことを察したのか、結弦は艶然と微笑みかけてくる。

「今からもっと深い快楽をあげますね」

　結弦はそうささやいたのち、着ているものを全て脱ぎ捨てていく。

　露わになった彼の裸体に、紗耶香はたちまち見入ってしまう。

　細身だと思っていたが、意外なほど筋肉質で男の色気すら感じられるほど。下肢の中心にある男の象徴は、中性的で柔和な印象の強い結弦に似つかわしくないほど、雄々しく反り返っている。

　紗耶香の視線が雄茎に注がれているのを感じたのか、結弦は少しばかり恥ずかしげな様子を見せる。

「僕、紗耶香さんだけに感じるんです」

　冗談とも本気ともつかないことを言うと、結弦は自身の屹立したものに薄膜を被せた。

　望んでいたものが挿入される──期待から胸がざわつき、下腹部の奥がじんわりと熱を帯びていく。

「あ……」

　花蜜に濡れた秘裂に、剛直の先端が触れた瞬間、紗耶香の口から甘い声が漏れた。同時に花芯から体中にかけて、淫靡な快楽が駆け上がってくる。

　早く欲しいと目で訴えると、結弦はそれに応えるように挿入を開始する。

「んん……あ、ああ……」

　熱い塊が淫襞を押し広げて侵入してくる。紗耶香は吐息と共に喘ぎ、わなわなと小刻みに体を震わせた。

　少し押し進めたところで結弦は動きを止めた。それからすぐに挿入を再開してはまた止まる。

　こちらが経験済みだからといって、彼は強引に押し進めてくるようなことはしなかった。じっくり時間をかけて、紗耶香の体に慣らそうとしてくれているのだとわかった。

　結弦の優しさに心を絆され、紗耶香はますます彼が愛おしくなる。

　その気持ちを伝えようと、彼女は男らしい体を抱きしめて、背中をそっと撫でさする。

「あ……あぁ……」

　その刹那、結弦はうっとりとした面持ちで、感嘆のため息をついた。

　彼のその姿がとても色っぽく、紗耶香はたまらず見惚れてしまう。

　硬い先端が奥深くへ到達したところで、結弦は再び感慨深げな表情でため息をつく。

「やっと、紗耶香さんと一つになれた……」

　結弦は満面の笑みを見せて、紗耶香の体を抱きしめる。

　紗耶香もまた、隘路に埋め込まれた肉茎の熱い脈動を感じて、淫靡な悦楽に浸っていた。

　こうして結弦と一つになったことで、感動にも似た感覚が芽生えてくる。

（こんな経験、初めて……）

　そう思った瞬間、心がジンと震えて涙が溢れる。

　頬を伝う雫を拭うように、結弦はそっと唇を寄せてキスを落としていく。

　甘く柔らかい感触に、また胸が高鳴っていくのを感じた。

　結弦は顔中にキスの雨を降らせると、ゆっくりと腰を動かしていった。

「あ……あぁあ……」

　優しく掻き乱されて淫襞が震えた。紗耶香は頬を上気させて淫靡な喘ぎを漏らす。

　下肢全体が瞬く間に熱くなり、疼きも一段と増していく。

　熟れた淫襞に肉棒を擦り付けられ、背筋がゾクゾクと震え上がる。花唇も淫らに収縮を繰り返しながら、結合部から新たな蜜を滴らせていた。

「紗耶香さんの蜜、どんどん溢れてきますね」

　結弦はからかうようにささやくと、大きく腰を動かして撹拌してきた。

　クチュクチュといういやらしい水音が、狭い室内に響き渡る。恥ずかしいのに劣情も掻き立てられて、もっと淫らに愛されたいと願わずにいられなくなる。

　すると唐突に、結弦は抽送を止めてしまう。

「僕に何かしてほしいような顔してますけど」

　こちらを焦らそうとしているのか、結弦は意地悪な笑みを見せて小首を傾げた。

　本当はわかっているのだろうが、彼は敢えて紗耶香の口から言わせたいらしい。

（優しい灰谷君が、こんな一面を見せてくるなんて……）

　正直かなり意外である。

　驚きのあまり呆然となっていると、結弦は探るような目でじっと見つめてきた。

「僕にどうしてほしいんですか？」

　その口調や眼差しは、完全にからかいめいたものである。

　手玉に取られているようで少し悔しいけれど、だからといって悪い気はしない。

　紗耶香は頬を赤らめながら、おずおずと望みを口に出す。

「もっと、いやらしく……乱されたいの……」

　今にも消え入りそうな声で告げると、結弦は屈託のない笑顔を浮かべた。

「紗耶香さんの望みなら喜んで」

　そう言って軽くキスを落とすと、結弦は紗耶香の腰に手を添えて猛ったものを打ち付けていく。

「ああっ！　ああぁああっ！」

　熱い切っ先が子宮口に当たるたびに、強烈な快感が全身を駆け抜ける。

　紗耶香は歓喜の悲鳴を上げて、何度も腰を引き攣らせた。

　深く浅くと蜜壷を攻め立てられて、紗耶香の体の仰け反りがだんだん大きくなる。

　結弦は無防備になった彼女の胸元に顔を埋め、そのまま唇を寄せてキスを落とす。

「や……あぁあぁっ！」

　深い胸の谷間に舌を這わされ、快感とくすぐったさが同時に訪れる。気持ちよさのあまり紗耶香が再び背を反らすと、より強く柔肌を吸い立てられた。

「ンンッ！　あぁぁああン！」

　体の奥から苛烈な快楽が押し寄せてくる。紗耶香は豊満な乳房を突き出すような格好で、甲高い嬌声を絶え間なく上げた。

　その淫らな姿にそそられたのか、結弦は抽送を繰り返しながら胸を揉みしだいていった。

「あっ、やぁぁぁああっ！」

　感じる部分を余すことなく愛でられ、淫靡な疼きがますます膨れ上がっていく。蜜襞を擦られ乳首を転がされるたびに、快感が体を駆け抜けて紗耶香の嬌声も大きくなる。

　結弦も軽く息を弾ませながら、律動の速度を上げて獰猛に穿ち続ける。時折、胸の谷間や先端に口づけを落としては、紗耶香に蕩けるような快楽を絶え間なく与えた。

　下腹部の奥がより一層熱くなる。濡れた花芯はヒクヒクと痙攣し、埋め込まれた雄杭をいやらしく締め付ける。

「ン……ッ……！」

　結弦は小さく喘ぎ腰を震わせた。

　男根も蜜壷の中でビクッと脈打ち、更に質量を増していった。

　一段と硬く隆起した雄の感覚に、紗耶香がうっとりと感じ入っていると、結弦はより強く穿ってくる。

「や！　あぁぁあっ……あっあっ……あぁあああぁ！」

　最奥を獰猛に突かれ、紗耶香はガクガクと身震いしながら叫ぶ。

　下肢の中心から全身にかけて、苛烈な快感が稲妻のように突き抜けた。

　止まない刺激に体中の疼きが強くなり、理性も官能一色に染め上げられる。

　これだけ与えられても、体と心は貪欲なまでに結弦を求めている。紗耶香は結弦を抱きしめ、誘うように自身の脚を絡めた。

　紗耶香の求めに応じるように、結弦は最奥を突いたまま腰を深く押し付けてきた。

「あっ、ああぁ……あぁぁあ！　いいッ！　もう……たまんない……ッ！」

　甘美なうねりが一気に押し寄せてくる。

　激しい律動は、より壮絶な快感をもたらした。紗耶香は歓喜の悲鳴を上げて、花唇全体を何度も引き攣らせた。

「う……っ！　紗耶香さん、そんなに……締め付けられたら……」

　結弦は腰を大きく震わせ、抑えられない様子で突き上げてくる。

「あぁあああぁん！　駄目、激しすぎる……！」

　言葉とは裏腹に紗耶香は、表情を蕩けさせて甲高い嬌声を上げた。

　何もかも蕩けてしまいそうなほど、熱く気持ちよくてたまらない。媚肉を攻め立てる速度も、一段と上がって花唇が大きく戦慄く。

　最奥を強く穿たれた瞬間、蜜壷がキュウキュウと締まる。続いて雄茎も激しく脈動を開始して、欲望の飛沫を勢いよく迸らせた。

「ん、あぁああぁぁ！」

　薄膜越しに吐き出される精を感じながら、紗耶香は激しく身悶えて絶頂に達する。

　気持ちよく昇天した影響で、意識が半分朦朧としている。

　だが、今はその疲労さえも心地良く感じられ、紗耶香は快感の余韻に浸っていた。

　ベッドの上で惚けていると、結弦が優しく微笑みかけて髪を撫でてくれる。

「気持ちよくイケたみたいで良かったです」

　結弦の手つきや声音に、この上ない安らぎを覚える。

　もっと感じていたくて、紗耶香は縋るように彼の体を抱き寄せた。

　すると結弦も抱き返してきて、そっと唇を重ねてくれた。

「ん……」

　触れるだけの優しい口づけ。その柔らかいキスに心を絆され、また一段と胸が高鳴る。

　結弦の唇の感触や、肌のぬくもりを感じているうちに、だんだんと眠気が押し寄せてくる。

　彼の暖かい腕に包まれながら、紗耶香はそっと眠りについた。







　──体がだるい。

　紗耶香は重い瞼を開けてからも、しばらく天井を見つめてぼんやりしていた。

　会社は昨日で辞めたのだ。急いで起きる必要もない。

　もう少し寝ていようと、紗耶香は再び目を閉じて寝返りを打つ。

（そういえば昨夜は、灰谷君とばったり会って一緒に飲みに──）

　寝かかったところで紗耶香は、酔った勢いで結弦と体を重ねたことを思い出し、慌てて飛び起きた。

　服はおろか、下着すら身に着けていない。どうやら達った後で、そのまま眠ってしまったらしい。

　紗耶香は急激に羞恥心に襲われ、いたたまれなくなってくる。

　それから部屋を見渡すと、結弦の荷物が残っているのが目に入る。浴室から水の流れる音が聞こえてくるので、シャワーを浴びているのだとわかった。

（いくら酔っていたからって、灰谷君にあんなことを頼んでしまうなんて……）

　結弦は優しい性格なので、嫌がることなく紗耶香の求めに応じてくれたのだろう。

　彼の善意につけ込んでしまった罪悪感が拭えない。気まずさや恥ずかしさなどが込み上げてくる。

　顔を合わせる前に部屋を出ようと、紗耶香は急いで服を着るが、運悪く結弦が戻ってきてしまう。

「あっ、おはようございます。紗耶香さん」

「お、おはよう……」

　屈託のない笑顔で挨拶されたものだから、紗耶香はますます居心地が悪くなり顔をまともに正視できなかった。

「どうかしたんですか？」

　紗耶香の様子がおかしいことに気付いたのか、結弦は訝しげな面持ちで尋ねてくる。

　だが、こうして顔を合わせてしまった以上、黙ったままでいるわけにはいかない。

　きちんとけじめをつけるためにも、ちゃんと謝ろうと紗耶香はおずおずと口を開く。

「あの、昨夜はごめんね……」

「どうして謝るんですか？」

　結弦は不思議そうにきょとんとするばかり。

「酔っていたとはいえ、その……抱いてほしいなんて頼んだりして……。本当、自分でもどうかしてたと思う……」

「何だ、そのことですか」

　結弦は紗耶香の隣に腰掛け、やんわりとした笑みを向けてくる。

「そんなの気にしないで下さい。むしろ、大好きな紗耶香さんに求められて、僕はとても嬉しかったです」

「え……？」

　予想外の返事が返ってきたことに、今度は紗耶香が驚く番であった。

「本当に、私のことが好きなの？」

　結弦がふざけて言っているようには見えない。

　それでも、こんな風に真っ直ぐに好きだと言われたのが信じられなくて、紗耶香は訊き返さずにはいられなかった。

「はい。初めて話しかけてくれたあの日から、紗耶香さんのことがずっと好きでした」

　結弦の眼差しや口調は真剣そのもの。その揺るぎない瞳に、紗耶香は胸の鼓動が速くなるのを感じた。

（灰谷君がそこまで本気で私を好きでいてくれたなんて……）

　だが、大学時代の結弦からは、少しもそんな素振りを感じなかった。そのため、こうして愛を告白されて戸惑いを隠せない自分もいる。

　そんな紗耶香の心情を察してか、結弦は当時を懐かしむような面持ちで話を始めた。

「初めて声をかけてくれたあの日、すごくときめいたんです。僕、人付き合いが得意じゃないんですけど、紗耶香さんと話をしている時は本当に楽しくて。そんな紗耶香さんとお付き合いしたいって思っていましたが、今まで女性とまともに話したことほとんどなかったので、なかなか告白する勇気が持てなくて……」

　結弦はばつが悪そうに顔を赤らめると、今にも消え入りそうな声で「恥ずかしい話ですけど……」と付け足す。

「それに、当時は紗耶香さんにも好きな人がいるって、小耳に挟んだので尚更告白できなくて……」

「結局、全然駄目だったけどね……」

　紗耶香は苦笑いしながら言葉を返す。

　こちらが告白をする前に、相手はすでに別の女性と付き合っていたことが判明。しかも同性の自分から見てもとても愛らしい子だったので、勝てそうにないと潔く諦めたのだ。

　それから結弦は改まった様子で、紗耶香の手をそっと掴む。

「昨夜、紗耶香さんと再会して最高の夜を過ごして、はっきり悟ったんです。やっぱり僕は紗耶香さんしか愛せないって。だからお願いします、結婚前提で僕と付き合ってもらえませんか？　僕が毎日、紗耶香さんのこと気持ちよくしてあげます。それだけじゃない、ちゃんと幸せにすると誓いますので」

　紗耶香に対する結弦の愛は強く、決して揺るぎないものであると伝わってくる。

　そんな結弦なら、きっと自分を大切にしてくれる。昨夜の情交でも、彼は終始こちらを丁重に扱ってくれたのがその証拠。

（まさかこんなそばに、私を心から愛してくれる人がいたなんて……）

　もっと早く気付いておけばよかったと思う。

　だが、恋愛に遅いも早いもない。大切なのは、これからじっくり互いに愛を育んでいくことである。

「私でよければ、改めてよろしくね」

　紗耶香の返答を聞くなり、結弦は感極まった様子で表情を輝かせた。

「ありがとうございます！」

「きゃっ!?」

　何の前触れもなく強く抱きしめられ、紗耶香は驚いて悲鳴を上げる。

「すみません、嬉しくてつい……」

「ちょっとびっくりしただけだから平気だよ。それに、灰谷君に抱きしめられて、むしろ嬉しいかな」

「その、僕のこと……結弦って呼んでもらっていいですか？」

「わかった。じゃあ、結弦君でいい？」

　言われた通り名前で呼ぶと、結弦は夢見心地で微笑んだ。

「あぁ、すごくいいです」

　些細なことに喜ぶ結弦を見ていると、こちらもつられて幸せな気持ちになる。

　この幸せが今度は長く続くことを願って、紗耶香は結弦との甘い日々に想いを馳せた。







第二章 ～抑えられない独占愛～








　結弦と結婚前提の交際を始めた紗耶香は、その後すぐに彼の部屋へ移り住んだ。

　引っ越した当初、結弦からは紗耶香の分まで稼いでくるので、家でゆっくりしていてくれればいいと言ってくれた。

　だが、恋人として付き合うことになったとはいえ、働きにも出ず家でのんびり過ごすのも気が引けた。なので結弦の気持ちだけ受け取って、紗耶香もすぐに再就職した。

　勤め先は学生時代にバイトしていた、古本や中古ゲームソフトの買取専門店。幸い、店長が当時から変わっていなかったので、簡単な面接だけ済ませてパートとして雇ってもらえた。

　先月、パートが辞めて人手が足りなくなっていたらしく、向こうも紗耶香が来てくれて助かったらしい。

　一度勤めていた場所ということもあり、仕事ですぐに頼りにされるようになり、他の従業員とも打ち解けることができた。中でも年の近い同じパートの新にい見み祥しょう子ことは、休憩時にお喋りをしたり休日もメールでやり取りをしたりするほど親しくなった。

　ある日の昼休憩時、前の会社でセクハラ上司に啖呵を切った話をすると、新見はすぐに紗耶香に同情してくれた。

「上月さんも嫌な目に遭ったのね。私の旦那が前に勤めていたところも、似たような最悪な上司いたよ。うちの子あまり体が丈夫でなくて、一時期容体が悪くなった時があってね。旦那が当面の間は早めに帰らせてほしいと頼んだら、『仕事と家庭、どっちが大事だと思ってるんだ！』って言われたのよ」

「えぇっ、ひどい！　そんなこと言うなんて信じられないです！」

　病気の子がいるのにそんな心無いことを言うなど、とんでもない鬼畜である。紗耶香はその上司の人間性を疑わずにはいられなかった。

「さすがの旦那も黙ってなくて、その上司と大喧嘩してすぐに辞めたわ。私も会社に乗り込んでいってやろうかと思ったぐらいよ」

「私ならやっちゃうかもです。クズな上司はどこにでもいるんですね」

「今の職場はちゃんと理解がある所で、本当に助かってるわ」

「やっぱり仕事において大事なのは、労働条件と良い上司がいるかどうかですね」

　他にも、新見のように気が合う人がいることも、仕事においては大切なことだと思う。前の職場ではそういう人がいなかったので、それだけでも思い切って辞めて正解だったと改めて実感した。







　帰り道、紗耶香はマンションの途中にあるスーパーに寄っていく。

（今日の晩ご飯は簡単に済ませちゃおうかな）

　結弦も家事に協力してくれるが、夕食は基本的に早く家に帰る紗耶香が作ることが多い。

　お互いいつも頑張っているので、週に二回ぐらいは簡単に済ませる日を設けてもいいだろう。

　その日の夕食は鯖の塩焼き。魚は特に手を加えなくても、焼くだけで充分おかずになるので、特売の品だったものを買って調理した。

　夜の七時過ぎ、仕事から帰ってきた結弦と話をしながら食事を取る。

「今日は簡単に済ませちゃったんだ」

「紗耶香さんが作ったものなら、僕は何でも食べますよ」

　そう言いながら結弦は、鯖をパクパクと食べ進めていった。

　同棲生活を始めてから、彼は紗耶香の料理を全て美味しそうに食べてくれる。見ていてとても気分が良く、同時に料理に対するモチベーションも上がる。

「結弦君はいつも美味しそうに食べてくれるね」

「だって、本当に紗耶香さんの料理は美味しいですよ。こんな美味しいものに文句を言う奴の気が知れないです」

　結弦は信じられないという風な顔をした。

　しかし、人が丹精を込めて作った料理に、文句を言う男は実在する。

　幸い、紗耶香の周囲にはいなかったけれど、ＳＮＳで知り合った人が以前そう言って愚痴をこぼしていたのを今でもよく覚えている。

　結弦は鯖の皮も血合も綺麗に食べ、ご飯も味噌汁もあっという間に平らげていく。

「ところで紗耶香さん、今度の土曜日は仕事休みでしたよね？」

「うん、休みだよ」

　不意に、結弦からそう尋ねられて、紗耶香はスケジュール手帳を確認して返答した。

「職場の上司が、この映画が面白かったと話していたので、僕らも観に行ってみませんか？」

　結弦はスマホの画面をこちらに向けながら提案してくる。

　映し出されていたのは、大人気カーアクション映画の最新作の画像。紗耶香も何作か、映画館へ足を運んで観に行ったことがある。

「そうだね。デートも兼ねて観に行こうか」

　引っ越しの後片付けやら何やらで、なかなか時間が取れずまだデートできていなかった。こうして付き合ったからには、ちゃんと恋人らしいことをしたいと思っていたところである。

「じゃあ、ネットで予約しておきますね。紗耶香さんと映画観に行くの、久しぶりなのですごく楽しみです」

　今度は先輩後輩としてでなく、恋人同士として一緒に行くということで、結弦は満面の笑みを浮かべていた。

　そんな彼を見ているうちに、紗耶香も自然と表情が綻んでくる。

「学生時代も結弦君は、こうして私と一緒に映画に行くの、楽しみにしてたんだよね？」

「はい。誘われるたびに、すごく胸が高鳴りました」

「そうだったの。それなのに私ったら、君の気持ちに気付いてあげられなくてごめんね」

　申し訳なくなって謝ると、結弦は首を横に振って「気にしないで下さい」と返してくれた。

「今、こうして紗耶香さんと恋人になれたので、僕はそれだけで充分です。あ、でもやっぱりもっと深い関係になりたいかな」

　結弦は甘さと色っぽさが合わさった眼差しを向けてくる。

　その艶っぽい目で見られると、心が落ち着かなくなると同時に鼓動が速くなる。

　ドキドキする紗耶香に追い打ちをかけるように、結弦は甘い声音でそっとささやきかけた。

「今夜も甘い夜にしましょうね、紗耶香さん」

「もう、ご飯の時にそういう話はやめてよ。心臓に悪いじゃないの……」

　恥ずかしさが一気に込み上げてきて、紗耶香は顔を真っ赤にしながら目を逸らす。

　淫欲を掻き立てられたせいで、その後は夕食の味がよくわからなくなってしまった。







　休日ということもあり、映画館の席はほとんど埋まっていた。夕方からの上映に辛うじて空きがあり、どうにかそこへ予約を入れることができた。

　迫力満点のカーアクションや戦闘シーンと、とても見応えのある内容であった。

　映画を見終わりカフェで食事をしている時も、二人は興奮の冷めない様子で熱く語り合う。

「いやあ、今回も迫力満点で面白かったですね」

「うん、来て良かったね」

　学生時代もよく、紗耶香と結弦は映画を観た後で、カフェやファミレスなどでいつまでも語り合ったものだ。

　あの頃も話が弾んでとても楽しかったが、今は当時にはなかったときめきがある。

　恋人同士になると、こんなにも心境が変わるものなのだと、紗耶香は強く実感していた。

　食後のデザートが運ばれてくると、結弦はふと思い出したように話を切り出す。

「実は僕、子供の頃はすごい人見知りだったんです」

「本当に⁉　全然そんな風には見えないけど」

　紗耶香が驚きから目を丸くすると、結弦は決まりが悪そうに笑ってみせる。

　大人しい男の子だという印象はあったが、人見知りであるとは思ってもいなかった。

「昔は人と全然喋れなくて、学校もほとんど行かずに映画ばかり観てるような子供でした。不登校や中退した人のための予備校に通って、そこでやっと友達が何人かできたって感じです」

　結弦は明るい表情でさらっと話をしているが、当時は色々と苦労したに違いない。

「そんなんだから、同年代の異性ともほとんど話したことなくて。なので、紗耶香さんが声をかけてくれたあの日が、初めてまともに女性と会話した瞬間でした」

　当時のことを思い出して気恥ずかしくなったのか、結弦はたちまち頬を赤らめていく。

　確かにあの時の結弦が、ものすごく緊張しているのが声や表情から伝わってきた。その理由が、自分に話しかけられて緊張していたのだと知り、紗耶香はそんな彼がいじらしく思えてくる。

　それから結弦は、頬を上気させたまま魅力的な笑顔を見せる。

「あの日、映画の話題で意気投合したのがきっかけで、僕は紗耶香さんに恋をしました」

　面と向かって言われて恥ずかしくもあったが、同時に嬉しくもあった。

「結弦君、すごく変わったんだね。何かきっかけでもあったの？」

　人と話せないほど人見知りだったが結弦が、ここまで恋に積極的になったからには、きっと相当の努力をしたに違いない。それが気になって尋ねてみると、結弦の口からは何とも予想外の答えが返ってきた。

「はい。従兄弟から勧められた、フィットネスに通い始めたことです」

「え？　フィットネス？」

　紗耶香は吸っ頓狂な声を上げて訊き返してしまう。

　彼女がそんな反応を見せると予想していたのか、結弦は苦笑いを浮かべて「まあ、そう思いますよね」と言葉を返す。

「最初は僕も勧められた時は、本当にそんなんで変わるのかなって思ってました。だけど続けていくうちに、体が鍛えられて体力に自信がついて、性格も明るくなっていったんです」

「そうなんだ、すごいね」

　性格が明るくなったかどうかはともかく、体格は筋肉がついてとても男らしくなったと思う。

「その言い方、信じてませんね」

「そんなことないよ。結弦君の体が鍛えられているのは、見ただけでちゃんとわかるから。ただ、性格はフィットネスだけで変わるものなのかなって、疑問に思うけどね」

「だったら、紗耶香さんも一緒に──」

　そう言いかけたところで結弦は、すぐに首を横に振って「いや、やっぱり駄目です」と撤回してしまう。

「ええっ？　どうして駄目なのよ？」

「紗耶香さんは美人ですから、フィットネスに通えば間違いなく他の男の注目の的になってしまいます。そんなの絶対に耐えられません」

「そんな理由で……」

　愛してくれているのは嬉しいが、ここまで独占欲を露わにされると呆れてしまう。

　紗耶香だけを一途に想い続けてきたので、愛が重くなってしまったに違いない。

　デザートを食べ終えたところで、結弦は唐突に「そうだ」と声を上げた。

「今流行りの、家でエクササイズできるゲームソフト買って、一緒にやりましょうよ。僕もここしばらくは、全然フィットネスに行ってなかったので」

「どうしてやめちゃったの？　もったいないじゃない」

「同じ時間帯にフィットネスに通う女の人達から、頻繁に声をかけられるのが嫌で行く気しなくなったんです。僕が好きな人いるって言っても、全然聞かない人もいましたし」

　結弦の話を聞いた瞬間、彼が多くの女性に囲まれている姿が、紗耶香の脳裏に浮かび上がる。

　結弦は中性的な美青年だ。そんな彼がフィットネスに通えば注目の的になるだろうし、まず間違いなくモテる筈である。

　それを想像しただけで、紗耶香の中でモヤモヤとした感情が芽生え、やがて嫉妬へと変わっていった。

（私ったら、何で嫉妬してるんだろう？　結弦君は私以外の人に興味ないって言ってるんだから、嫉妬なんてする必要ないじゃない）

　胸の奥に生じた感情を振り払おうとした時、結弦はこちらを向いて意味ありげにクスッと笑う。

「何よ？」

「紗耶香さん、もしかしなくても今の僕の話を聞いて、嫉妬したんでしょう？」

「そ、そんなことないよ」

　自分の考えていたことが結弦に読まれ、紗耶香は恥ずかしくなって慌てて否定した。

　すると結弦は意地悪く笑いながら、「素直じゃないですね」と返してくる。

「心の中では僕のこと、ずっと独り占めしたいって思ってるんじゃないんですか？　他の女の人と関わらせたくないほどに」

「いや、さすがにそこまでは──」

　結弦のことは好きだし大切ではあるが、さすがに独占したいとまでは思っていない。

　しかしその一方で、結弦を自分だけのものにしたいと考えている自分がいることに、紗耶香は薄々気付いている。

「僕はいつでも紗耶香さんを独り占めしていたいって思ってますよ。できることなら、ずっと僕のそばに置いておきたいぐらいにね」

　言い終えると同時に結弦は、艶を帯びた笑顔で紗耶香を見つめてくる。

　その刹那、紗耶香の鼓動が急激に早くなり、体の芯も熱くなり始める。

（やだっ、公共の場所でこんな風になるなんて……！）

　恥ずかしさから気分が落ち着かなくなり、紗耶香は周囲の目が気になって思わず見回してしまう。

　挙動不審な紗耶香を見て、結弦はクスッと声を立てて笑う。

「何が可笑しいのよ？」

　今、紗耶香がこんなにも動揺しているのは、結弦が色目を使ってきたせいだ。

　紗耶香は抗議の意味も含めて睨むが、当の本人は少しも悪びれる様子もない。

「今夜も甘い時間を過ごしましょうね、紗耶香さん」

　結弦は艶のある声で告げると、紗耶香の手にそっと触れた。

　それだけでますます胸が高鳴り、思わずふしだらな願望を抱いてしまいそうになる。

　こう告げられたからには、今夜もまた結弦に濃密に抱かれるに違いない。

　結弦の秘められた愛執を、改めて思い知った瞬間であった。







　──今夜はどんな風に抱かれるのだろうか？

　想像しただけで胸が高鳴り、体が結弦の愛撫と熱い屹立を求めるように疼く。

　結弦と暮らし始めてから、紗耶香は密かに彼に抱かれるのを楽しみにしている。

　こんな風に誰かと一緒にいてときめきを抱くのは、これが初めてかもしれない。それだけでも交際を始めた甲斐があったと思う。

　紗耶香は髪が完全に乾いたのを確認し、ドライヤーを止めて棚にしまう。それから鏡に映る自分の姿を確認し、バスローブの紐を緩めて胸元を少し開けた。

　洗面所を出て寝室へ向かうわずかな距離でも、胸が高鳴り淫欲が掻き立てられていく。

　まるで自分が欲深い女になったみたいで少し恥ずかしい。しかしその一方で、結弦がそんな紗耶香を愛してくれていることに、大いに歓びを感じていた。

（結婚前提で付き合っているからには、夜の営みもお互いが満足できるものにしないと）

　それから寝室へ入ると、紗耶香は笑顔を浮かべて結弦に声をかけた。

「ごめんね、お風呂長くなっちゃって。待ったかな？」

「いえ、大丈夫ですよ。それに、男ならちゃんと待つのが礼儀ですからね」

「結弦君は本当に優しいね」

　そんな彼がますます愛おしくなる。紗耶香はその気持ちを伝えるように、結弦をギュッと抱きしめる。

「紗耶香さん、何だか今夜は積極的ですね」

　結弦は少し戸惑っているようだったが、紗耶香に抱きしめられた上に胸を押し当てられて満更でもない様子である。

「結弦君に抱かれるのが楽しみで仕方ないの。こんな風に盛んな私は嫌い？」

「そんなことありません。むしろ、そうやって積極的になってもらえる方が、僕もやる気が出ますよ」

「そう言ってもらえて良かった」

　紗耶香は満足げに微笑むと、結弦の唇にそっとキスを落とす。

　すると結弦はすぐに舌先を侵入させて、口内をやんわりと舐ってくる。

「ン……ふっ……」

　舌が蠢く感覚がくすぐったくも心地良い。紗耶香は唇の隙間からくぐもった喘ぎを漏らし、愛撫するようにそっと唇をついばんでいった。

　軽いキスだけでは満足できないのか、結弦は角度を変えて深く口づけてくる。

「んん……！　ンッ……ぅ……！」

　味わうように執拗に吸われ歯列をじっとり舐られ、口内を徹底的に蹂躙されていく。

　唇を強く押し付けられて息が苦しくなり、紗耶香は息継ぎのために唇を離そうとする。

　だが、結弦は逃がさないという風に後頭部を軽く押さえ、一段と深い口づけを落として弄ってきた。

「ん……っ！　……ふ……ぅ……」

　気持ちよさから体の芯が痺れ、官能の熱が呼び覚まされるのを感じた。

　一刻も早く抱かれたくて、紗耶香はねだるように結弦に深く抱きつく。

　その直後、結弦は紗耶香が着ているバスローブの紐を解き、ゆっくりと脱がせて肌を露わにさせる。

「ん……あ……」

　胸元をそっと撫でられ、紗耶香はピクンと震えて甘い声を上げた。

　滑らかな肌を愛でるように撫で回した後、結弦は紗耶香をベッドに押し倒して手首をバスローブの紐で拘束する。

「ちょっと、結弦君⁉　どうしてこんなことを⁉」

　こんな風に縛られるのは初めてなので、紗耶香は困惑せずにいられなかった。

「ご飯の時に言ったでしょう？　ずっとそばに置いておきたいぐらい、紗耶香さんのことを独り占めしたいって。でも、本当にそんなことをしたら、監禁になってしまいますからね。だから今夜だけ縛りプレイさせて下さい。痛めつけるようなことは絶対にしないので」

　結弦はそう言って軽くキスをすると、拘束された状態の紗耶香をじっと見下ろしてくる。

　その瞳に映し出されているのは劣情の色。彼がいかに紗耶香に対して強い愛執を抱いているか伝わってくる。

　こうして縛られていても、恐怖心は微塵も湧いてこなかった。むしろ劣情が掻き立てられて、触れられたい欲求も一段と増してくる。

　胸を高鳴らせながら待っていると、結弦は鎖骨の辺りに顔を近づけて唇を押し当ててきた。

　口づけされた部分に赤い痕跡が刻まれる。結弦はそれを見て満足げに微笑むと、肩や胸元にも次々とキスの雨を降らせていく。

「ンッ……あぁ……」

　唇が肌に触れるたびに、紗耶香はあえかな嬌声を漏らし、小刻みに体を震わせる。

　そんな彼女の反応を愉しむように、結弦は腹部や太腿にも口づけを落とす。

　そうして一通り口づけを終えると、彼は顔を上げて紗耶香の全身をじっくり眺めた。

「紗耶香さんの体の上に、花びらが散りばめられているみたいで、すごく綺麗ですよ」

「そ、そう……？」

　じっと見られるのが恥ずかしくて、紗耶香はたちまち頬を赤くする。その一方で、結弦の熱烈な視線に感じている自分がいるのも事実。

　紗耶香が期待しているのを感じ取ったのか、結弦は胸の谷間に顔を埋めて膨らみを真ん中に押し寄せる。

「紗耶香さんって、いつでも良い香りがしますよね。僕を魅了する魅惑の香りです」

　結弦は陶然とつぶやきながら、乳房を揉みしだいていく。

「あ……あぁ……」

　紗耶香は身を捩らせて甘い声で啼いた。

「見た目は色っぽいのに、そうやってかわいい声を出すそのギャップ、もう本当にたまりません」

　結弦は深い谷間に顔を埋めたまま、淫靡な手つきで胸全体を撫で回していく。

「あぁ……あ……ン……」

　気持ちよさから肌がふつふつと粟立つ。甘い刺激が全身に広がり、もっと触れられたいという欲望が湧いてくる。

　結弦は乳房を捏ね回しながら、まだ柔らかい乳首を指先で軽く弾いた。

「ひゃぁ……ンッ！」

　小さな痛みと快感から、紗耶香は体を波打たせて悲鳴を上げる。

　それから結弦は立て続けに、淡く色づいた蕾をゆっくりと転がしていく。

「あ……あ……」

　胸の先端がジンと痺れ、体の芯から甘い疼きが生じる。紗耶香は艶のある嬌声を上げながら身震いした。

　指の腹で撫でられている乳首は、少しずつ硬く勃ち上がっていった。結弦はほんのりと頬を上気させては、乳頭の形が変わっていく様子をじっと見つめている。

「今夜はいつもより乳首が勃つのが早い気がします。もしかして紗耶香さん、実は拘束プレイが好きなんですか？」

「わ、私にそんなマゾな趣味なんてないから！」

　からかいめいた口調で問いかけられ、紗耶香はついムキになって言葉を返す。

　すると結弦は可笑しそうにクスクスと笑い始めた。

「もう、年上をからかうのもいい加減にしなさい」

　手玉に取られているのが悔しくて、紗耶香は少し口調を強めて叱りつける。

　だが、結弦は少しも反省する様子はなく、むしろ嬉々とした笑顔を見せていた。

「そんな風に気の強い紗耶香さんも素敵です」

　結弦は甘い声音でささやいた後、二つの乳嘴を擦り上げていった。

「あ……あぁあぁ……」

　快感が体中を駆け抜けていく。紗耶香はたちまち表情を蕩けさせて淫らに喘いだ。

　乳首は瞬く間に感度が上がり、わずかな刺激だけでも敏感に反応して体を疼かせる。形も先程より硬く尖っており、色も濃い紅色に染まっていた。

「今夜も良い色になってきましたね」

　結弦は嬉々として目を輝かせながら、乳首を繰り返し指先で弄り続ける。

「あ、あぁ……ン……」

　鋭敏になった先端をつつかれ、擦られ転がされる。やまない刺激に紗耶香は嬌声を上げて、わなわなと体を震わせた。

　甘い刺激はたちまち快感となって全身に広がっていく。もっと欲しいという風に体の芯は熱く火照り、一段と疼きを強めていった。

　そんな紗耶香を焦らそうとしているのか、結弦は乳首をクリクリと捏ね回すばかり。

「ん……あ……」

　それがひどくもどかしくて、紗耶香は切なげな面持ちであえかな声を出す。

　本当はもっと刺激を与えて、身も心も蕩けるような快楽が欲しい。

　だが、からかわれたことでつい意地を張ってしまい、紗耶香は自分から言おうとしなかった。

「紗耶香さん、本当は僕に何かしてほしいんじゃないですか？」

　こちらの内心を知ってか知らずか、結弦は微笑みを見せて問いかけてくる。

　いつもの優しい笑顔ではなく、淫靡で色気に満ちた笑顔。その表情を向けられるたびに、紗耶香は魅了され心を掻き乱されてしまう。

「僕だって、紗耶香さんに意地悪したいわけじゃないんです。だからちゃんと言ってくれないと、望みを叶えてあげられませんよ」

　言葉とは裏腹に結弦は、乳首への愛撫を続けていく。

　どう見ても彼は今のこの状況を楽しんでいる。その上でこうして紗耶香を焦らし、本音を引き出そうとしているのだ。

　本当にあざとくて腹黒い。ずっと胸に秘めていた愛執が、結弦をこんな風にこじらせてしまったに違いない。

　酔っていた時は、素直におねだりの言葉を口にできたのに、なぜか今は妙に恥ずかしかった。

　だが、こちらが言わない限り、結弦は決してそれ以上のことはしてくれない。

「……もっと、してほしい……」

　少しの沈黙の後、紗耶香は今にも消え入りそうな声でそうつぶやく。

「もっと、どうしてほしいんですか？」

「もっと、激しく……してほしいの……」

　紗耶香は目を潤ませながら、甘えるような声で懇願した。

　次の瞬間、結弦は嬉しそうに表情を綻ばせた。

「その言葉を待ってましたよ」

　結弦は目を輝かせながら、硬くしこった乳首を口に含んで舌を這わせた。

「ああっ！　あぁ……ああぁ……」

　紗耶香の嬌声に艶が増して、背中が弓なりに大きく反れた。その動きに伴って、たわわな実りも上下に揺れる。

　彼女の反応にますます気分を良くした結弦は、乳頭を執拗に吸い立てたり舐ったりしていく。

「んん……あぁああ……っ！」

　濡れた舌で転がされるたびに、胸の先端から甘い快感が広がって疼きとなる。紗耶香が頬を上気させて淫らに喘ぐと、もう片方の乳房を手で弄られた。

　敏感な先端を舌先で舐られ、指でもクリクリと転がされて、気持ち良さが更に増していく。

「今夜の紗耶香さんは本当に感じやすいですね。僕もますますやる気が湧いてきます」

　その言葉を裏付けるように、結弦の愛撫は一段と濃厚なものになり、より執拗に乳首に吸い付いてきた。

「あっ、は……あぁあぁあ……ン！」

　体の奥から強い快楽が押し寄せてきて、紗耶香は嬌声を上げて淫らに戦慄いた。

　体がいつになく熱く火照っている。疼きもますます強くなっており、秘められた部分がたっぷり潤っているのを感じた。

　先程の結弦が言った通り、今の紗耶香がそれだけ快感を得ているという証拠だ。

　彼と付き合い体を重ねてから、以前よりも感度が上がったのはわかっていた。しかし、こんなにも早く蜜を溢れさせるほど、気持ちよく快感に溺れるのは今夜が初めてである。

　──拘束されて感じているせいなのか、それとも結弦の愛撫が濃厚なせいなのか。

　そんなことを考える間もなく、思考はすぐに快楽へと染められていった。

　結弦は指と舌で乳首を捏ね回しながら、空いている手でゆっくりと体を撫でさする。

「あ……あぁああ……」

　紗耶香は鼻に抜けるような声を上げて腰を揺らす。

　その直後、結弦の手は腰を這っていき、そのまま太腿まで滑り降りた。

「あ……」

　秘花を触れられる予感に、紗耶香の胸は大きく高鳴り劣情も掻き立てられる。

　ところが、そんな紗耶香の期待とは裏腹に、結弦は焦らすように太腿を撫で回すばかり。

　紗耶香がもどかしく感じていると、結弦は顔を上げてにんまりと笑う。

「触れてもらえなくて残念って顔してますね」

　どうやらわざと焦らしているらしい。

　紗耶香が早く欲しいと目で訴えるが、結弦は笑顔のまま首を横に振った。

「夜はまだ長いですから、少しぐらい焦らしたっていいでしょう。そうしたら、後でたっぷりご褒美をあげますよ」

　そう言うと結弦は、紗耶香の鳩尾や腹部にも舌を這わせていく。

「ああぁ……」

　くぐったさと快感から、背筋がぞくぞくと震えて肌が粟立つ。

　焦らさないでほしいと言いたいのに、体の上を這う舌の感触が気持ちよくて、つい甘い嬌声を上げてしまう。

「あぁ、紗耶香さんの体……本当に滑らかで綺麗です。やっぱり閉じ込めておきたいな……」

　結弦はうっとりと微笑むと、腹部にも口づけの痕を刻みつけていった。

「あン……ッ！」

　唇が触れるたびに、紗耶香の体が跳ね上がって胸も揺れる。

　更に鼠径部や太腿にも口づけされ、下腹部の奥が一段とジンと熱く震える。同時に触れてほしいという気持ちが強くなり、いっそ自分で慰めてしまいたい衝動に駆られた。

　だが、今は両手を拘束されているため、それすらも叶わない。それが余計にもどかしくて、紗耶香の中で切なさが増していった。

　結弦は口づけを終えると、両腿を左右に広げて秘花を暴く。

「紗耶香さんの花びら、たっぷり濡れてますね。やっぱり縛られて感じちゃったんですか？」

　結弦は淫靡な眼差しで花唇全体をじっと眺める。

「いや、そんなにじっと……見ないで……」

　またからかわれて恥ずかしくなり、紗耶香は顔を真っ赤にして脚を閉じようとする。

　しかし、結弦は思いのほか強い力で、彼女の両腿をがっちりと押さえてきた。

「さっきは触ってほしいって、視線でおねだりしていたのに、今度は拒むんですか？」

「結弦君が……私をからかってくるから……」

「それは仕方ないでしょう。だって、紗耶香さんがあまりにもかわいいから、つい意地悪したくなっちゃうんです。こんな風にね」

　結弦はにんまりと笑うと、濡れそぼった蜜口を指先で弄る。

「あぁあああン！」

　不意打ちで敏感な部分を愛撫され、紗耶香は悲鳴に似た声を上げてビクビクと身震いした。

　その後も結弦は間髪を容れずに、上端にある花芽にも触れて優しく擦り上げていく。

　刺激を受けた雌核は、瞬く間に充血し膨らんで小刻みに震える。淫裂もヒクヒクと収縮しながら、いやらしく蜜を滴らせていた。

「まだちょっとしか触れてないのに、もうこんなにヒクヒクさせてかわいいですね」

　結弦は意地悪くささやきながら、指を挿入して媚肉をクチュクチュと掻き乱してくる。

「あぁああっ！　いや……っ、駄目……ッ！」

　指が入ってきた瞬間、尿意に似た疼きが生じて腰が大きく痙攣する。あまりに強い刺激に、紗耶香は涙を流していやいやと身を捩らせた。

「駄目だなんて嘘ばっかり。本当は気持ちよくてたまらないんでしょう？　そうでなきゃ、こんなにたっぷり濡れたりしませんよ」

　結弦は指先に蜜を塗り付けて、丸く膨らんだ淫芽を撫で回していく。

「やっ……あぁぁああぁ！」

　下肢の中心から、強い快感が生じて瞬く間に全身に広がる。紗耶香は甲高い嬌声を上げて激しく身悶えた。

　淫襞だけでなく肉芽も攻め立てられ、快楽から体も思考も蕩けそうになる。下肢全体の疼きはより一層大きくなり、濃厚な蜜が止め処なく溢れてくる。

　新たな蜜によって、指の滑りが良くなり花芽を擦り付ける速度が上がる。それに伴って刺激も一段と強くなり、官能の熱も上昇していった。

「あ……あぁあああ……」

　指戯によって絶え間なく与えられる快感が、熱く火照った体をますます疼かせる。紗耶香はすっかり官能の深みに嵌り、表情を蕩けさせて淫らに喘いだ。

　その間にも、挿入された指は奥へと押し進められ、最も感じる部分を探り当てられた。

「あ、あああぁあっ！」

　下腹部の奥から一際強い刺激が押し寄せて、紗耶香は悲鳴を上げて全身を大きく仰け反らせた。

　紗耶香の反応に劣情をそそられた結弦は、淫芽とＧスポットを容赦なくなぶり始めた。

「あぁああっ！　あぁあああああぁ！」

　敏感な部分を同時に攻め立てられ、紗耶香は喜悦の悲鳴を上げながら何度も身悶える。花唇全体も嬉しそうに戦慄き、艶やかな紅色に染まりながら淫蜜を迸らせた。

　結弦は指を動かしながら、その淫らな光景を陶然と見惚れていた。

「あぁ、すごく綺麗。それに、とっても甘くて美味しそう」

　彼は軽く舌なめずりすると、ほんのりと頬を赤らめて口元に微笑みを浮かべる。

「ちょっと、結弦君。そんなにじっと見つめられたら……」

　濡れた花唇に淫靡な眼差しを向けられ、紗耶香は恥ずかしくていたたまれない気分になる。

　脚を閉じたいけれど、結弦がそれを許してくれなくて、羞恥心がますます強くなるばかりだ。

「せっかくだから、ちょっと味見してみようかな」

　それから結弦は秘花に顔を近づけて舌を這わせていく。

「や……あぁぁああンッ！」

　舐められた瞬間、恥裂がヒクヒクと戦慄いて、下腹部の奥が疼きを増した。

　紗耶香は喜悦の悲鳴を上げながら、全身をわなわなと震わせた。

「うん。紗耶香さんの蜜、とっても美味しいです」

　結弦は満足げに舐り回しては、溢れてくる淫蜜を美味しそうに口に含む。

「いやぁ……っ！　そんなに……舐めないで……」

　紗耶香は涙を流しながら、喘ぎ混じりの声で訴える。

　そうやって言葉にされると、余計に羞恥心が増してくる。その一方で、快感も波のように押し寄せてきて、劣情を掻き立てられている自分もいた。

　紗耶香の心情に気付いたのか、結弦は上端にある花芽も舌で転がしてくる。

「あぁぁあぁあッ！」

　敏感な突起をくすぐられ、下肢の中心に生じた快感が体中に広がっていく。

　紗耶香は身を捩らせて逃れようとするが、その動きは余計に結弦の劣情を煽ることになってしまう。

「ンンッ……あぁああぁ──ッ！」

　結弦は淫芽に唇を寄せると、迸る蜜と一緒に啜っていった。

　絶え間なく与えられる快感に、紗耶香は甲高い嬌声で啼きながら身悶える。

　舌先で転がされ、吸い立てられている雌核は、瞬く間に膨らみを増して赤く充血する。淫襞も嬉しそうに収縮を繰り返し、もっと味わってほしいとばかりに溢れ出した。

「こんなにたくさん溢れさせて。もっと僕に味わってほしいんですね」

　結弦は嬉々とした様子で蜜を舐め、膨らんだ花芽に愛しげに口づけする。

「あぁあン！　いやぁああッ！」

　軽いキスさえも刺激となり、肉芽はビクビクと小刻みに脈動する。

　紗耶香が強く感じてくれたのが嬉しかったらしく、結弦は雌核を重点的に舐り続けた。

「や……ぁあぁぁっ！　そんなに何度も……されたら……！」

　敏感な突起はますます膨らんで充血し、淫襞もいやらしく戦慄いて更に蜜を溢れさせる。

　このままずっと舐られたら、体だけでなく理性も蕩けてしまいそうだ。

　紗耶香は思わず逃げ腰になるが、仕置きとばかりに強く吸われて舐め回された。

「あぁあぁあンンッ！」

　激しい尿意に似た疼きが下腹部に生じ、紗耶香は腰をわなわなと震わせた。

　それでも結弦の舌戯は止まず、真っ赤になった花芽を容赦なく攻め苛んでいく。

　強く吸い上げられ舌先が触れるたびに、紗耶香は涙を流して喘ぎ体を波打たせる。

　苛烈な快楽が絶え間なく体を苛む。休むことなくなぶられているせいで、花唇の震えは止まらず息も絶え絶えになっていた。

　逃げたいけれど、両手首を拘束されているので逃げることができない。体の奥から湧き上がる官能の疼きに、何もかもが支配されていくようである。

「結弦君……ッ、もう……しないで……！　本当に……どうにかなっちゃう……！」

「だったらなってしまえばいいじゃないですか。僕の愛撫で何度でもイッて下さい」

　結弦は繰り返し雌核を舐り上げ、容赦なく淫靡な刺激を与えていく。

「ああンッ！　あぁっ、あぁあぁぁっ！」

　過敏になった雌核は大きく痙攣する。続いて熱い奔流のような快感が、体の奥から押し寄せてくる。紗耶香は全身を激しく痙攣させて絶頂に達した。

　体の震えが治まった後も、結弦は花芽を舐ったり吸い付いたりしていた。

「あンッ！　ああぁあぁっ！　もう……駄目ッ！」

　イッたばかりでなぶられて、紗耶香はいやいやと頭を振ってむせび泣く。

　結弦はしばらく肉芽を弄んでから、チュッと口づけしてようやく唇を離してくれる。

「ちょっとやり過ぎちゃったかな？　でも、紗耶香さんがあんまりにもかわいいから、ついやめられなくなるんです」

　そう言うと結弦は、紗耶香の唇や体に次々と口づけしていく。

「ん……あ……」

　たくさん感じさせられたせいか、唇の柔らかい感触にも反応し、自然とあえかな嬌声が漏れ出てしまう。

　そんな風に声を上げる紗耶香を見て、結弦は満面の笑みを浮かべた。

「僕のキスにも感じてくれてすごく嬉しいです。お礼に、もっと気持ちよくイカせてあげますね」

　結弦は艶のある声音でささやくと、おもむろにバスローブを脱いで裸体を晒す。

　彼の欲望の象徴はすでに滾っており、紗耶香の視線はそこに吸い寄せられてしまう。

　紗耶香がじっと雄肉に目を向けていることに、すぐに気付いた結弦は可笑しそうにクスッと笑う。

「紗耶香さんのその目、期待してますね」

「つ、つい見ちゃっただけよ……！」

　紗耶香は急に恥ずかしくなり、慌てて視線を逸らす。

「そうですか。だったら、紗耶香さんの体で確かめてみます」

　結弦は自身の切っ先を蜜口に押し当てた。

「あぁ……っ！」

　熱い先端が触れた瞬間、背中がゾクゾクと震えて淫らな声が上がる。同時に秘唇もヒクヒクと戦慄いて蜜が溢れてくる。

「やっぱり欲しくてたまらないんですね。本当に素直じゃないんだから」

　結弦は頬にそっと口づけすると、いきり立った剛直をゆっくり押し進めていった。

「あぁぁ……」

　挿入された瞬間、淫襞が嬉しそうに収縮する。引いていた官能の熱も再び込み上げてきて、敏感になった体を一段と疼かせた。

「紗耶香さんの中も、熱くうねってますね」

　結弦はうっとりと微笑んで、感嘆のため息をつく。

　紗耶香の熱を感じるように、しばらくじっとしていた結弦だったが、やがてゆるゆると腰を動かして抽送を開始した。

「あぁあっ！　あぁああぁ！」

　ついさっき達ったばかりだからか、ほんの少し擦られただけで淫襞がヒクつく。総毛立つほど気持ちよくて、紗耶香は啼きながら何度も身悶えた。

「ん……ぁあ……」

　結弦も同じように、感極まった様子で熱い息を吐いては、雄茎を昂らせている。そうしてゆるゆると腰を動かして、トロトロになった蜜腔を撹拌していく。

「あ……あぁああ……」

　媚肉を擦り上げられ、子宮口を突かれて快感が全身を駆け抜ける。花唇全体の疼きも更に強くなり、紗耶香は背中を反らして淫らに喘いだ。

　抽送を繰り返されるうちに、劣情も徐々に増してもっと気持ちよく攻められたくなる。

「あぁ……。結弦君、もっと……して……」

　紗耶香は喘ぎ混じりの声で懇願した。

「もっと、どうしてほしいんですか？　ちゃんと言ってもらえないとわかりませんよ」

　結弦は人の悪い笑顔を向けてくる。

（もう、こんな時まで意地悪しなくてもいいのに……）

　そんな結弦が少しばかり恨めしくなり、紗耶香は軽く睨んでみた。しかし、今の彼には何の効果もなく、ただ楽しそうにこちらを見ているだけである。

　翻弄されているようで悔しいけれど、言わなければ自分の望みを叶えてもらえない。紗耶香は意を決してもう一度おねだりした。

「結弦君のおっきいので、私の中……もっといっぱい掻き乱して……」

　紗耶香が望みを口にすると、結弦はすぐに満面の笑みを見せた。

「ちゃんと望みを言えてえらいです。そんな紗耶香さんには、いっぱいご褒美あげますね」

　結弦は一旦引き抜くと、腰をぐいと押し付けて一気に突いた。

「ああぁぁああっ！」

　貫くような勢いで子宮口を突かれ、下肢全体に強い疼きが生じる。そのすぐ後に快感が駆け抜け、紗耶香は歓喜の悲鳴を上げて背を仰け反らせた。

　その後も結弦は立て続けに、自身の昂りを媚肉に擦りつけて徹底的に撹拌する。

「ンッ……あぁぁン……！　あぁぁぁあッ！」

　熟れた淫襞を獰猛に擦られ、容赦なく突き上げられるのが気持ち良くてたまらない。紗耶香は艶めかしく喘ぎながら、雄肉をキュウキュウと締め付けた。

「ん……あぁあ……」

　結弦も甘いため息をつきながら、腰を引き攣らせて恍惚の笑みを見せる。

「そんな風に締め付けられたら、抑えられなくなるじゃないですか」

　そう言うと結弦は、律動の速度を徐々に上げていった。

「あっ、あぁあぁぁあン……ッ！」

　グチュグチュと忙しなく掻き乱され、紗耶香は甲高い嬌声を上げて激しく身悶えた。

　強烈な快感が絶え間なく押し寄せ、体の芯が一段と熱く火照る。花唇全体も、歓喜に戦慄くようにビクビクと震え、剛直に絡みつくように引き締まる。

「あ、は……ぁぁあぁッ！　いい、すごく……たまんない……ッ！」

　紗耶香は艶めかしく喘いでは、幾度となく体を弓なりに反らす。その弾みで豊満な膨らみも揺れ、結弦の劣情をますます掻き立てる形となった。

「僕も、すごくたまらないです。もっと、掻き乱してしまいたくなるぐらい……」

　結弦は激しい律動を繰り返しながら、たわわな乳房も再び揉みしだいていく。

「あぁぁああっ！」

　胸を弄られ子宮口を穿たれ、快楽が電流のように駆け抜けて背筋が震えた。紗耶香の体の仰け反りは大きくなり、熟れた媚肉もたまらなく疼く。

「あ……あぁ……」

　結弦も感極まった様子で喘ぎながら、自身の剛直を更に昂らせていた。

　隘路の中で、ますます熱く屹立する肉茎を感じながら、紗耶香は頬を上気させて喉を仰け反らせる。

　そこへ結弦が間髪を容れずに、喉元に軽く口づけを落としてくる。続いてそのまま肌を舐られ、胸の谷間まで舌先で撫でられた。

「あぁぁああぁ……」

　性感帯が過敏になっている今、舌を這わされるだけでも感じてしまい、紗耶香は体を震わせて嬌声を上げる。

　彼女の素直な反応に気分を良くした結弦は、舌と指で胸を徹底的に愛撫しながら欲望の猛りを強く押し付ける。

「あぁあああぁ──ッ！」

　感じる部分を全て攻め立てられ、熱い陶酔の波が一気に押し寄せてくる。紗耶香は涙を流して絶叫を上げながら、体だけでなく花唇も激しく痙攣させた。

「あぁ、こんなにヒクヒクさせて……。早くイきたくて仕方がないんですね。いいですよ、二人で気持ちよくイきましょう」

　結弦は腰を強く打ち付けて、穿つような勢いで亀頭を突き付けていく。

「ンンッ……ぁああああッ！」

　子宮口を繰り返し圧迫されて、下肢全体の疼きがより一層強くなる。震えるほどの快感が体中に広がり、理性もすっかり蕩けさせていった。

　結弦の律動の速度は更に上がり、胸も執拗に愛撫されて快感が大きく爆ぜる。体も脳も痺れるほど気持ち良くて、甘美なエクスタシーのうねりが湧き上がるのがわかった。

「あっ……あぁぁあっ！　もう、イク……ッ！」

　紗耶香が歓喜の嬌声を上げるのと同時に、媚肉がビクビクと激しく収縮して雄茎を強く締め上げる。

「うっ……あぁぁ……っ！」

　結弦は小さく呻いた後、腰を深く打ち付けて欲望の飛沫を解き放った。

　吐精しながら脈動する剛直の熱が、何とも心地良くてたまらない。二人一緒に気持ちよく達した悦びに、身も心もたちまち満たされていく。

　完全に射精が終わったところで、結弦は蜜壷から男根を引き抜き、紗耶香の手首を拘束するバスローブの紐を解いてくれた。

　自由になるとすぐに、紗耶香は結弦に抱きつきチュッとキスをした。

　結弦はそれに応えるように、唇をそっと重ねて口内を優しく弄ってくる。

「ん……！　ふ……ぅ……」

　絶頂を迎えた後のキスは、とても尊くて格別なもののように感じられた。何もかもが愛おしくて、胸の中が多幸感で溢れていくようだった。

　どちらからともなく唇が離れ、結弦と目が合うなり紗耶香はやんわりと微笑みかける。

「結弦君、今夜もすごく気持ち良かったよ」

　すると結弦はほんのりと頬を赤らめ、嬉しそうに目を輝かせた。

「僕もです。紗耶香さんが快楽に溺れ何度もイク姿に、すごく胸が高鳴りました。今もまだときめきが止まりません」

「ふふっ、一緒だね。私もまだ、高揚感が止まらないの」

　それどころか、官能の余韻もまだ残っていて、もっとほしいと熱く疼いている。

「じゃあ、もう一回しますか？」

「うん、したい。もっと結弦君に抱いてほしい。あっ、でも今度は束縛は無しにしてもらっていい？　私も君に触れたいから」

「もちろんですよ。紗耶香さんの望みなら、何でも叶えてあげます」

　結弦はついばむようなキスをすると、新しいコンドームを取り出して雄茎に装着した。

「あ……ぁあ……」

　男根が隘路を広げて挿入ってくるなり、全身が妖しくざわついて紗耶香の口から甘い声が漏れる。

　二人の淫靡な夜は、まだ始まったばかりである。







第三章 ～心から愛し合える人～








　結弦と付き合ってから三ヶ月が経過した。彼との仲は順風満帆で、一段と深まっていくばかりである。

　その間、結弦の母親が部屋を訪ねてきて、息子を好きになってくれてありがとうと笑顔で礼を言ってきた。

　結弦の人見知りについては、成長すれば治るだろうと暖かく見守っていたけれど、本心ではものすごく心配していたという。そんな息子に好きな女性ができて、両想いになれたのだから、母親としてとても喜ばしいのだと容易に想像がつく。

　一方、紗耶香はまだ両親に結弦のことを紹介していない。

　実家が遠いので気軽に行けないというのもあるが、元彼を紹介した時にギスギスした雰囲気になり関係も悪化していったので、それを思い出すと帰るのは気が引けた。

　空手教室を継いでくれる相手と結婚させたい父は、紗耶香が連れてくる男を何かと批判する。きっと結弦を見ても、粗探しをしてまた文句をつけるに違いない。

　せっかく今の恋が順調に進んでいるのに、父親のせいで破局になってしまうなんてことは避けたかった。

　ようやく心から愛せる人に巡り会えたのだ。結弦とはこの先もずっと一緒にいたい。

　そんなある日の夜遅く、紗耶香はスマホのテレビ電話機能を使って、結弦と通話していた。

『画面越しじゃなくて、早く直接紗耶香さんと話したいです』

　画面の向こうの結弦は、いつになく寂しげな表情を浮かべている。

　今週の始めから、結弦は出張のため留守にしている。帰ってくるのは明後日の夕方だが、独占欲の強い彼は一刻も早く帰りたくてたまらない様子だ。

「私もだよ。だけど、あと二日の辛抱だから。ね？」

　紗耶香はなだめるように言い聞かせるが、結弦は少しも表情を変えない。

『それはわかってますけど、紗耶香さんに触れられなくてとても辛いんです。もう紗耶香さん不足で気が狂ってしまいそう』

「大袈裟なんだから……」

　紗耶香は呆れ笑いを浮かべるが、本心では結弦に触れられたくてたまらなかった。

　それを言えば、結弦が余計にホームシックになってしまう気がしたので、敢えて言わないでおく。

　その後も二人は、その日あったことや食べたご飯のことなど、他愛ないお喋りをして楽しむ。

　いつもと変わらないやり取りだが、この時間も愛しくてとても幸せであった。

『ところで、駅の売店で美味しそうなバウムクーヘンを見つけたんですけど、お土産はそれでいいですか？』

「結弦君が良いと思ったものなら、私は何でもいいよ。楽しみに待ってるね。じゃあ明日も仕事あるから、そろそろ電話切るね」

『ああっ、待って下さい。紗耶香さん、愛してます』

　電話を切る時は、必ず愛の言葉を伝えなければ気が済まないらしい。そんな結弦がいじらしくて、ますます愛しさが込み上げてくる。

「うん、私も愛してるよ。それじゃあ、お休み」

『お休みなさい、紗耶香さん』

　電話口に軽くキスしたのち、紗耶香は今度こそ通話を終了した。

　部屋が再びしんと静まり返る。その刹那、寂しさがどっと押し寄せてきて、ついさっきまで話していたばかりだというのに結弦が恋しくなる。

（自分で思っている以上に、私も結弦君不足ね……）

　そんな自分がおかしくて、紗耶香はたまらず呆れ笑いを浮かべた。

　それから程なくして、テーブルの上に置かれたスマホにメールの着信が入る。

　──同じように、紗耶香を恋しがっていた結弦が送ってきたのだろうか？

　期待を胸にメールの受信画面を開くが、送信元を見るなり一気に幻滅する。

　実家に住む父親からだった。内容は、いつになったら連絡をよこすのかというもの。

（しつこいな、もう……）

　ここ最近、父親からまた頻繁に連絡が来るようになった。

　電話がかかってきても、紗耶香はいつも無視していたが、用件が何なのかは出なくてもわかる。どうせ早く実家に帰ってきて、結婚しろと言おうとしているのだ。

　せっかく結弦との電話で甘い一時を過ごし、良い気分に浸っていたのに全部台無しである。

　今のこの苛立ちを、結弦に愚痴って話を聞いてもらいたい。

　だが、彼には心配をかけたくなくて、父親から連絡が来ていることは黙っていた。

　紗耶香はスマホの電源を切ると、部屋の明かりを消してベッドに横になる。

　あと二日の辛抱だ。結弦が帰ってくれば、また蕩けるほど甘く気持ちよくしてもらえる。

　しかし、横になって一分もしないうちに、結弦が恋しくなってきた。

　やはり彼が隣にいないとなかなか寝付けない。この一週間、紗耶香はずっとこんな感じだ。

　そうしてだんだんと、触れられたい欲望が募ってきて、秘められた部分がジンと疼く。

　艶を帯びた眼差し、胸の先端と花芯を気持ち良くしてくれる指先、そしてあの熱く獰猛な剛直。思い浮かべただけで、心に芽生えた淫欲が抑えられなくなる。

　紗耶香はベッドに横たわったまま、寝間着をはだけて自身の胸を弄り始めた。

「ん……あ……」

　思っていた以上に飢えているらしい。ほんの少し触れただけで、乳首に甘い痺れが生じてあえかな嬌声が漏れる。

「んっ……はぁ……」

　少しずつ硬さを増す乳首を転がしながら、紗耶香は下にも手を伸ばして触れてみる。

「あ……っ！　は……ぁ……！」

　敏感な突起を何度か弄っていると、蜜がトロリと溢れてくる。

　やがて体の芯に快楽の火が灯って熱く火照る。乳首も花芽も疼きを増して、劣情が掻き立てられていった。

『紗耶香さん、とても気持ち良さそうですね』

　結弦ならきっと、こうささやいてくるに違いない。想像するだけでますます疼き、指を動かす速度が自然に上がる。

「はぁ……はぁ……」

　結弦の淫靡な眼差しや愛撫を思い浮かべ、紗耶香は陶然とした面持ちで指を動かし続けた。

　もちろん自慰行為では、結弦がもたらす快感に遠く及ばない。しかし、彼に触れられていると妄想するだけで、感度が上がって淫蜜も止め処なく溢れてくる。

「ン……あぁあ……っ！」

　指先が敏感な部分を刺激するたびに、紗耶香は甘切ない声を上げて身を震わせた。

　乳首は先程よりも硬くなっており、雌核も充血して膨らみを増していく。下肢全体がたまらなく疼き、じんわりと熱くなるのを感じた。

『今の紗耶香さん、色気に満ちていてとても素敵です。このまま気持ちよくイって下さい』

　妄想の中の結弦が、再び甘い声音でささやいてきた。紗耶香は欲望のままに指を動かし、乳首と花芽を重点的になぶっていった。

　だんだんと息遣いが荒くなり、触れている部分が一段と熱く疼く。

　この痴態を結弦に見られたらと考えると、劣情がますます掻き立てられて指の速度が自然と上がる。

「あっ、あぁああぁ……ンッ！」

　それから程なくして、体の奥から熱い塊が込み上げてくる。紗耶香は甘く淫靡な嬌声を上げて、わなわなと全身を大きく震わせた。

　ひとまず体は満たされたが、それでもまだ物足りなさを感じていた。達けたのは達けたけれど、いまいち盛り上がりに欠けるような気分である。

　やはり結弦に気持ちよくしてもらわないと、完全には満たされないのだと実感する。

（やっぱり妄想だけじゃ駄目か……）

　あと二日の辛抱だ。帰ってきたら、また気持ち良く抱いて満たしてもらおう。

　結弦との甘い夜に想いを馳せて、紗耶香は今度こそ目を閉じ眠りに就いた。







　そうして迎えた二日後。紗耶香は朝食を終えると、いつもより念入りに部屋の掃除をした。

　日頃から身の回りの整理整頓を心がけているが、帰ってくる結弦のために綺麗にしておきたい。

　リビング、キッチン、玄関、風呂、トイレ──普段目にしている場所はもちろん、なかなか手入れしない部分までしっかり掃除した。ベッドシーツも洗濯し、布団もベランダに日干しする。

　実家で暮らしていた時はおろか、元彼と付き合っていた頃も、ここまで真剣に掃除をしたことなどなかったかもしれない。

　愛する人と暮らす場所だから、綺麗にしておきたいという気持ちもある。しかし何より、結弦が感謝してくれるから頑張れるというのが大きい。

　どんな当たり前のことでも、やはり感謝してもらえるとモチベーションも上がるものである。

　やり終えた時には汗でびっしょりだったが、同時に達成感も込み上げてきて気分が良かった。

「ふう、終わった終わった……」

　掃除道具を片付けると、紗耶香は深呼吸して体を大きく伸ばす。

　その時、テーブルに置いてあったスマホにショートメールの着信が入る。

　相手は結弦からで、夕方の五時過ぎにこちらに着くとのことだった。

　駅まで迎えに行くと送信すると、すぐに「ありがとうございます」と返ってきた。その横には、ハート付きにっこりマークの絵文字が三つも並んでいる。

　その文面を読むだけで、結弦がどれだけ喜んでいるかが伝わり、紗耶香の顔に自然と笑みが浮かんでくる。

　些細なことでも、こうして喜んでくれる恋人の存在が、本当に愛おしくてたまらない。

　今のこの気持ちを伝えたくて、紗耶香はすぐに「早く君に会いたい」とメッセージを返した。

　すると一分もしないうちに、「僕も紗耶香さんに会いたいです」と返信が来た。

　結弦が帰ってくるまでの数時間が、とても待ち遠しくなってくる。

　疲れて帰ってくるだろうから、すぐに食べられるよう夕飯はカレーにすると決めてある。材料もすでに買い揃えてあるので、あとは切って煮込んだり米を炊いたりするだけだ。

「よし、あともう一頑張りだ！」

　紗耶香は気合を入れるように声を上げ、エプロンを着けてカレー作りに取りかかった。







　夕方五時過ぎ。駅の改札口前に着いたところで、ちょうど結弦がエスカレーターから降りてくるのが見えた。

「紗耶香さん！」

　結弦は改札口を出るなり、明るい笑顔でこちらに駆け寄ってくる。

「お帰りなさい。出張の方はどうだった？」

「色々とためになりましたよ。あと、毎晩紗耶香さんの声が聞けたおかげで、すごく頑張れました」

「もう、恥ずかしいからそういうこと言うのやめてよ……」

　そう言いつつも紗耶香は、結弦の支えになれて嬉しく思っていた。

　帰り道、結弦から出張先であったことを聞かされた。

　話をしている時の彼の表情が、とても活き活きと輝いていた。それだけで、充実した五日間を過ごせたのだとわかる。

「今日の夕飯なんだけど、帰ってすぐ食べられるように、カレーを作ったんだ」

「わぁ、嬉しいな！　出張先でもカレー食べたんですけど、粉っぽくて無駄に辛いからほとんど食べれなくて」

「今日のはけっこう上手くできたと思うから、期待してていいよ」

「紗耶香さんの手作りカレーなら、きっと美味しいに決まってます」

　手放しで褒めてもらえると、頑張って作った甲斐がある。同時に、早く結弦に食べてもらいたい気持ちが込み上げてきて、自然と気分が浮き立ち足取りも軽くなる。

　緩やかな坂を上り、マンションが見えてきたところで、自分達の住む部屋の前を落ち着きなくうろつく初老の男性がいるのに気付く。

（嘘、何でいるのよ……⁉）

　紗耶香は苦虫を噛み潰したような面持ちで足を止めた。

　顔を確認しなくてもがっしりした体型で、遠くから見ただけで誰だかわかる。紗耶香の父親だ。

　一応、引っ越したことは実家に知らせていた。それでも、こうして不意打ちのように訪ねてこられて、気まずいことこの上ない。

「紗耶香さん、知ってる人ですか？」

「うん、私の父さん。だけど、何でこんな時に──」

　せっかく結弦と二人きりで、楽しく和やかな夕食を取ろうと気分良くしていたのに、全て台無しである。

　だが、このままでは埒が明かない。正直、顔を合わせたくないし話したくもないが、紗耶香は意を決して父に声をかける。

「ちょっと、何しに来たのよ？」

　語気を強めて声をかけたので、父は一瞬驚いたように肩をすくめて振り返る。

　紗耶香の隣に結弦が立っているのを見て、父はものすごい剣幕で「紗耶香、誰だその男は？」と問い詰めてきた。

「まさかお前、その男と同棲してるのか？　引っ越しただけだって母さんから聞いたが、あれは嘘だったのか？」

　父は今にも怒り出しそうな勢いでまくし立てる。

「別に嘘はついてない。私は結弦君の部屋に引っ越したの。ただ、交際していることは黙っていただけ。言えば絶対に、父さんに反対されると思ったからね」

　現に結弦のことを快く思っていないのが、父の眼差しからありありと伝わってきた。

「どのみち交際を隠してたんじゃないか！　全く、お前という奴は！」

「ごめんなさい、お父さん。僕がうちに来ないかと誘ったので、紗耶香さんは何も悪くないんです。だから責めるなら僕を責めて下さい」

　結弦が見兼ねた様子で助け舟を出してくれるが、その言葉が余計に父の怒りを買うこととなってしまう。

「うちの娘をたぶらかして部屋に住まわせるような奴に、お父さんと呼ばれる筋合いはない！」

　それから父は、紗耶香の方に向き直り「紗耶香、一緒に帰るぞ！」と、無理矢理連れ帰ろうとする。

「嫌だよ！　父さんが決めた相手とお見合いなんて、絶対に嫌だからね！　私は父さんの所有物じゃないんだから、そうやって自分の思い通りに操ろうとしないでよ！」

「父親に対して何だその口の利き方は！」

　いつものように、また親子の不毛な口論に発展してしまう。

　実家で暮らしていた時から、父親とはこんな風に何かと衝突していた。

　今も冷静に話をしてすぐに帰ってもらうつもりだったが、紗耶香の強気な性格が災いしてつい言わずにはいられなかったのだ。

「二人共、落ち着いて下さい」

　放っておけば収拾がつかなくなると判断した結弦が、怯むことなく仲裁に入ってくれる。

「こんな所で言い争っていたら近所迷惑になりますから、一旦部屋へ行きましょう。そこで改めて話し合いをして下さい」

「うん、そうだね。ごめん……」

　確かに感情的になっていては、話し合いどころではなくなってしまう。

　父を部屋に上げるのは不服だが、ここの家賃を出しているのは結弦なので、彼に従うことにした。

　部屋に入ってからも、父は終始ぶつぶつと文句を言っていた。

　紗耶香はお茶を飲んで気持ちを落ち着けてから、なるべく冷静さを保ちながら話し合いに臨む。

「結弦君と付き合っていたのを黙っていたことは、百歩譲って謝るから。でも、私は彼のことが誰よりも好きなの。誰よりも優しくて思いやりがあって、いつも私のことを第一に考えてくれるの。だから私、結弦君以外の人と結婚するつもりはないから」

「いくら他の男より良くても、俺と気が合わない男は絶対駄目だ。最低限、この基準を満たさなければ認めないと、前にも言っただろう」

　そう言いながら父は、娘の結婚相手の最低基準をメモした紙を見せてくる。

「はいはい、それはもう何度も聞いたから。だからメモもいちいち見せなくて結構です」

　うんざりするほど見聞きしたので、うっとうしいことこの上ない。紗耶香は払いのけるようして突っ返した。

　これもまた、前回と同じパターンである。

　元彼の時もこんな感じで、自分と気が合わなければ駄目だと難癖をつけてきた。そのせいで場の空気が険悪になったのを、今でもはっきり覚えている。

　父親の最低基準に合わせていたら、紗耶香はいつまで経っても理想の結婚ができない。

「どうかお願いします！」

　続いて結弦が、父親の真正面に正座して深々と頭を下げた。

「結弦君、頭を下げることなんてないよ。何も悪いことしてないんだから」

　紗耶香は頭を上げさせようとするが、結弦はそのままの姿勢で自身の想いを伝えていく。

「僕はずっと、紗耶香さん一筋です。頼りないところもあるかもしれませんが、紗耶香さんを愛する気持ちなら、誰にも負けない自信があります」

「ああ、お前は見るからに頼りなさそうだ」

　結弦の紗耶香への強い愛を聞いても、父は嘲るように鼻を鳴らすばかり。

「体も軟弱そうだし、いかにも空手なんてできなさそうだ。そんな男に紗耶香を任せられるか。ましてや結婚など許さないからな」

　結弦を外見だけで判断し侮辱する父親に、紗耶香の怒りは頂点に達した。

　先程のように、感情に任せて怒鳴るようなことはしない。静かに絶縁宣言を突き付けてやるのだ。

「父さんの考え、よくわかったから。だからもう帰ってくれる？　これ以上、結弦君のことを悪く言うなら、父さんとは二度と口を利かないから」

　だが、頑固な父も引こうとせず、自分の考えを主張する。

「俺はお前のためを思って、ふさわしい男を選んでやってるんじゃないか」

「私のため？　いつもそう言っているけど、それは建前でしょう。本当は私をダシにして、空手教室を継いでくれそうな人を婿にしたいだけ。ケンがたまに空手を教えるために顔を出しているんだから、それでいいじゃないの」

　子供は娘の自分だけじゃなく、息子もいるのだからそちらを頼ればいいだけの話。紗耶香ばかりが犠牲になるなんておかしいし間違っている。

　その後もしばらく父と揉めたが、最終的には母に電話をかけて説得してもらい、どうにか帰ってもらった。

「父さんのこと、本当どうにかならない？」

　父がいなくなった後も、紗耶香は母に愚痴をこぼす。

『いくら親子でも迷惑だろうから、行くのはよしなさいって何度も言ったんだけどね。本当に頑固で困った人なんだから……』

　電話の向こうにいる母は、呆れた様子で深いため息をつく。

「まあ、しょうがないか。あの人、昔から私や母さんの言うことなんて、ろくに聞いたためしがないし……」

　相手が女だからと舐めている証拠である。例のセクハラ上司と同類で、本当に嫌になってくる。

「母さんは、私の今の交際には反対？　私、前の彼氏とは駄目だったから……」

『そんなことないよ。その人と順調なら、これからも仲睦まじい関係でいられるよう、ちゃんと見守るし応援するから』

「ありがとう」

　母の優しい言葉を聞いて、紗耶香は安堵の表情を浮べた。

　弟は腕っぷしは強いのに、父には頭が上がらず全く頼りにならない。父はあの通りなので、家族で紗耶香の味方と言える存在は母だけだ。

『そうだ、あなたの今の彼氏、結弦さんって言ったっけ？　ちょっと話がしたいから、彼に代わってくれる？』

「うん、わかった」

　それからすぐに結弦にスマホを渡す。

「もしもし、初めまして。灰谷結弦といいます」

　結弦は母に向かって礼儀正しく挨拶をする。

　今はテレビ電話機能を使っていないので、母が何を言っているのかは聞こえない。しかし、結弦の明るい声音や表情から、話が弾んでいるというのが伝わってきた。

　最後にもう一度、紗耶香は自分に電話を代わってもらい、父が再び訪ねてこないようにしてほしいと頼み込む。

『任せといて、明日は無理矢理にでも東京見物させるから』

「ありがとう、本当に助かるよ」

　母は有言実行の人なので、父がまた訪ねてくるのを必ず阻止してくれる筈である。

　母との電話を終えた後、一気に疲れが押し寄せてきて、紗耶香は深いため息をつく。

　そんな紗耶香に気を遣ってか、結弦が夕食の準備を申し出てくれた。

　カレーを温めてご飯を盛るだけとはいえ、出張から帰ってきた人にやらせるのは申し訳なかった。

　だが、それ以上に申し訳ないと感じたのは、父親のあの態度である。

「何だか、うちの父さんがごめんね。結弦君にすごく嫌な思いさせちゃったよね……」

　いくら優しい結弦でも、あんな心ない言葉を投げかけられたのだから、気を悪くしたに違いない。

　これからの自分達の関係が悪くならないかと、紗耶香は不安を抱かずにいられなくなる。

　紗耶香の心配に反して、結弦はいつもと変わらない優しい笑顔で、「僕なら平気ですよ」と返してくれた。

「無理に私に気を遣わなくていいよ。あんな風に言われて平気でいられるわけないし……」

「いえ、本当に大丈夫です。僕、男の人に嫌われやすいって自覚しているので。それに子供の頃も、父親によく怒鳴られてましたから。なかなか人見知りが治らず学校に行けない僕に、いつも苛立っていたみたいで。僕が中学に上がる前に家を出て行って、もう会うこともないだろうからどうでもいいですけどね」

　そう答える結弦のその口調は、本当に気にしていないという感じであった。

　それでも、自分の父親からも心ない言葉を投げかけられ、相当傷ついたに違いない。

（どんなに平気って言っても、さっきのことでますます傷つけちゃったよね……）

　そのことが本当に申し訳なくて、紗耶香の表情は一層暗いものになる。

「そんなに落ち込まないで下さい」

　結弦は紗耶香の肩にそっと手を置き、やんわりと微笑みかけてくる。

「僕はむしろ、紗耶香さんが僕以外の人と結婚する気はないって聞けて、すごく嬉しかったです。それだけで、幸せだなって思います」

「結弦君……」

　結弦の声音はとても上機嫌で、聞くだけで気持ちが和らいでいった。

「結弦君は本当に優しいんだね。そんな君が誰よりも大好きだよ」

　紗耶香は小さく微笑みながら結弦にそっと抱きつく。

　いつもは結弦がこうして甘えてくるが、今は紗耶香が彼に甘えたい気分だった。

「僕も、紗耶香さんが誰よりも大好きです」

　結弦は優しい声音でささやきながら、紗耶香をそっと抱き返してくれる。

「僕、ずっと紗耶香さんのそばにいて守ります」

「ありがとう、結弦君」

　深い愛に満ちた優しくて温かい言葉。こんな言葉をかけてくれた人は、この三十年の人生の中で結弦ただ一人だけ。

（やっぱり私には結弦君しかいない）

　この先もずっと、同じように彼だけを愛し続けようと、紗耶香は改めて心に誓った。







　その日の夜、紗耶香と結弦はベッドの中で甘く睦み合っていた。

「ん……っ、ン……！」

　離れていたのはわずか数日だけなのに、とても長い間触れ合っていなかったかのように、口づけがとても懐かしく感じられた。

　唇の感触だけではなく、体に触れる指も懐かしくてたまらない。それだけ紗耶香が結弦を強く求めていた証拠である。

　それは結弦も同じらしい。紗耶香を性急にベッドに押し倒すと、豊満な胸に顔を埋めてくる。

「あぁ、やっと紗耶香さんに触れられた。やっぱり僕、もう紗耶香さん無しでは生きていけないや」

「結弦君ったら、本当に大袈裟なんだから……」

　紗耶香は可笑しくなってクスッと笑うが、内心ではこうして結弦に求められて満悦していた。

「大袈裟なんかじゃないですよ。電話でも話したように、出張中は紗耶香さん不足で気が狂ってしまいそうだったんだから」

　その言葉が示す通り、紗耶香を見つめる結弦の瞳には、強い欲望の光が宿っていた。

　艶を帯びた眼差しを向けられ、紗耶香の胸の高鳴りが増していく。

　すると結弦は、含み笑いを浮べて甘くささやきかけてくる。

「紗耶香さんこそ、僕がいない間ずっと恋しくてたまらなかったんでしょう？」

「そ、そんなことは──」

　紗耶香は不意に、自慰行為に耽っていたことを思い出し、恥ずかしくなってつい否定してしまう。

「本当に？　怪しいなぁ」

　紗耶香の反応を見て不審に思ったのか、結弦は探るような眼差しを向けてくる。

　そんな目でじっと見つめられると、まるで心の中を覗き込まれているみたいで、自然と鼓動が速くなっていく。

　結弦はしばらく考え込むような素振りを見せた後、紗耶香に向かって艶然と微笑みかけてきた。

　彼がこのような笑顔を見せる時は、大抵良からぬことを企んでいる。一体、どんなことをされるのかと、紗耶香は身構えずにはいられなかった。

「こういう時は、紗耶香さんの体に聞くのが一番ですね」

　結弦はまず手始めに、紗耶香の深い胸の谷間に口づけを落とす。

「あん……っ！」

　柔らかい唇が触れただけで、肌がふつふつと粟立ってたまらず身震いする。

　紗耶香があえかな嬌声を上げるのを見て、結弦は満足げに笑ってみせた。

「キスだけで感じたんですか？　やっぱり僕がいない間、触れられたくてたまらなかったんですよね？」

　結弦は嬉々とした様子で豊満な乳房を掴み、大きく捏ね回していく。

「あ……あぁっ……」

　一緒に胸の先端も転がされ、体の奥から熱いものが込み上げてくる。紗耶香はビクビクと体を震わせながら艶めいた声で啼いた。

　ほんのわずかな愛撫だけで感じてしまっている。結弦の言う通り、この数日間ずっと触れられたくてたまらなかったのだと、紗耶香は改めて実感させられた。

「僕、ホテルのベッドで毎晩、紗耶香さんに触れる妄想ばかりしてました」

　結弦は滔々と語りながら、指先で乳首をクリクリと弄り続ける。

　ピンク色の乳頭は少しずつ硬くしこっていた。同時に甘い痺れを伴った快楽が、じんわりと体全体に広がっていく。

　紗耶香が結弦に抱かれる妄想をしていたように、結弦もまた紗耶香に触れる妄想をしていたのだ。離れている間も、お互いを強く求め合っていたと知って、彼女は一段と胸を高鳴らせた。

「すみません、変な話してしまって……。こんなこと聞かされて、さすがに引いちゃいましたよね？」

「そんなことで引いたりなんかしないよ。だって私も、結弦君に抱かれる妄想しながら……自分を慰めていたから……」

　紗耶香は恥ずかしさを抱きつつも、結弦がいない間にしていたことを打ち明ける。

　それを聞いた結弦は、たちまち表情をぱっと輝かせた。

「僕のこと、そこまで求めていてくれたんですね」

　結弦は歓びを露わにしながら、たわわな膨らみをじっくり揉みしだき、胸元に次々とキスの雨を降らせていった。

「あぁっ……あぁぁあ……！」

　甘い口づけと愛撫が気持ち良くて、紗耶香は体をビクビクと震わせながら喘ぐ。

　肌に触れる唇の感触も、乳首を転がす指の動きも、妄想や自慰で得た快感とは比べ物にならないほど強い。もっと触れてほしくて、紗耶香は艶っぽい眼差しを向けて懇願した。

「結弦君、もっと……して……」

「いいですよ。妄想なんか忘れるぐらい、気持ち良くしてあげます」

　結弦は甘い声音でささやくと、ピンと尖った胸の頂にも口づけする。

「あぁああン！」

　乳首から淫靡な疼きが生じ、瞬く間に全身を駆け抜けていく。紗耶香は嬌声を上げながら体を仰け反らせた。

　彼女の反応を見て満足げに微笑むと、結弦は乳首を口に含んで舌を這わせていった。

「ん……あぁぁあぁ……」

　乳輪全体を優しく舐られ、快感がざわざわと背筋を奔る。体の芯も一段と熱く火照り、同時に劣情も強く掻き立てられる。

　自慰行為では決して得られない極上の快楽。ほんの数日ぶりでも、こうして味わうことができた悦びに感極まり、胸の中が多幸感で満たされていく。

　結弦もまた、紗耶香に触れられるのが嬉しくてたまらない様子で、熱心に乳首を舐り続けていた。

　優しくも濃厚な舌遣いに、すでに身も心も蕩けていくようである。その証拠に、愛撫を受けている胸の頂だけでなく、足の間もじんわりと疼いていた。

　舌戯を続けるうちに高揚してきたのか、結弦はやや強めに乳首に歯を立ててくる。

「あぁあぁ──ッ！」

　甘噛みによって生じた痛みもすぐに快感に変わり、紗耶香はビクンと大きく震えて甲高い嬌声を上げる。

「すみません。紗耶香さんを気持ちよくさせてあげられてると思うと、嬉しくなってつい抑えられなくなって……。やっぱり痛かったですよね？」

「うん、でも大丈夫。結弦君になら、どんな風にされても構わないから。だから君の好きなようにして」

　紗耶香が優しく微笑みかけると、結弦はたちまち見惚れて頬を上気させる。

「紗耶香さんがそう言ってくれるなら……」

　結弦は独り言のようにつぶやくと、乳首への愛撫を再開した。

「は、あぁああぁ……」

　舌先でねっとりと舐められ、軽く歯を立てて甘噛みされて、快感が絶え間なく押し寄せてくる。

　紗耶香は小刻みに体を震わせては、ため息交じりの喘ぎを漏らす。

　彼女の反応に気分を良くした結弦が、もう片方の乳房をじっくりと揉みしだいてきた。

「あっ、あぁああぁ……いい……ッ！」

　指と舌の両方で愛撫されて、快感がより一層大きく広がる。紗耶香は艶めいた声で啼きながら、体の仰け反りを強めていく。

　結弦もますます悦に入った様子で、乳首に深く吸いつき執拗に舐ってくる。

「ンン……ッ！　あぁあぁン！」

　敏感になった蕾を徹底的に攻められ、紗耶香は体をビクビクと戦慄かせて喘いだ。

　体の芯がますます強く疼くと同時に、更なる淫欲が押し寄せてくるのがわかる。だんだん胸だけでは物足りなくなり、もっと乱されたいという欲望を抱いてしまう。

　元彼との情交では、こんなことなど一度もなかった。結弦の愛撫が、それほどまでに今の自分を満たしてくれるのだと、紗耶香は改めて実感した。

「ん……あぁあ……結弦君……」

　紗耶香は甘えるような声音で呼びかけた。

　すると結弦はすぐに顔を上げて、優しげな微笑みを向けてくる。

「物欲しそうな顔してますね。胸だけじゃ物足りないですか？」

　結弦の目からはっきり見て取れるほど、今の紗耶香は物欲しげな表情をしているらしい。

　羞恥心から紗耶香は顔を赤らめるも、彼の問いかけにおずおずとうなずいた。

「それじゃあ、もっと気持ちよくしてあげますね」

　結弦は至極嬉しそうに破顔すると、胸の膨らみにチュッと口づけする。

「ああっ！」

　乳首を愛撫された後だからか、先程キスされた時よりも強い刺激が生じ、ビリっとした痺れが全身に広がった。

　立て続けに胸の谷間や腹部、更に太腿にまで口づけされ、そのたびに紗耶香はあえかな声で啼いた。

　一番触れてほしい場所を愛撫されず、それが少しじれったく感じた。しかしその反面、こうしてじっくり時間をかけて愛そうとしてくれているのだと理解し、ますます胸の高鳴りが大きくなる。

　やがて結弦は、紗耶香の両腿を左右に開いて、秘められた花びらを露わにする。

「あぁ、こうして紗耶香さんのここを見るのも久しぶりだな……」

　結弦はうっとりと眺めながら、指先で雌核を軽くつついてくる。

「あン！」

　可憐な尖りはわずかな刺激に反応し、全身を震わせるほどの快感が広がっていく。

　ビクビクと戦慄く紗耶香を見て、結弦は不意に含み笑いを浮べた。

「ずいぶん反応がいいですね。ここもいっぱい触ったんですか？」

　少し意地悪な口調で問いかけながら、彼は淫芽をクリクリと転がしてくる。

「ン……まあ、それなりには……っ……！」

　紗耶香は喘ぎ混じりの声で答える。

「だったらここも、その時の快感を上回るぐらい、僕がたっぷり気持ち良くしてあげないと」

　結弦は少し棘のある口調でささやくと、強弱をつけて花芽を揉み立てていった。

「あぁぁあん！」

　リズミカルな指の動きに翻弄され、紗耶香は甲高い嬌声を上げて繰り返し身を反らせた。その愛撫の仕方もどことなく、嫉妬の感情が混じっているようである。

「結弦君、何だか怒ってる？」

「いいえ、怒ってなんかいませんよ。ただ、紗耶香さんの妄想の中の僕に負けたくないなって、思って」

「え？　何よそれ？」

「だって紗耶香さん、僕にされているのを妄想しながら触れてたんでしょう？　だから現実の僕の愛撫が何よりも気持ちいいって、思ってもらいたいんです」

　言い終えると同時に結弦は、攻め立てるような動きで雌核を転がしていく。

「ンンッ……あぁああぁッ！」

　下肢の中心に強い疼きが生じ、淫靡な快感となって全身に広がっていく。紗耶香は一段と大きく背を反らして甘い声音で喘いだ。

　花唇全体はヒクヒクと歓喜に震え、濃厚な蜜を次々と滴らせていた。結弦はその蜜を指先で掬い、花芽に塗り付けるように擦りつけていった。

「あぁああっ！」

　紗耶香はあられもなく足を広げて身悶える。

　敏感な突起を執拗に触れられ、苛烈な快楽が止め処なく押し寄せてくる。あまりの気持ち良さに、体だけでなく心も蕩けてしまいそうだ。

「紗耶香さんのここ、いやらしくうねってますね。しかも蜜がどんどん溢れてきてる」

　結弦は花唇全体をなぶりながら恍惚の笑みを浮べる。

「あっ……！　や……ぁああぁっ！」

　雌核を擦られ、蜜口を掻き乱されて、下肢の疼きがより一層強くなる。恥裂も更に大きく戦慄いては、官能の蜜をどっと迸らせた。

　その淫靡な光景が、結弦の劣情を更に掻き立てたらしい。彼は指の速度を上げて、秘花を容赦なく攻め立ててくる。

「ンン……あぁぁあッ！」

　体中に熱い疼きが生じたかと思うと、すぐに絶頂感が訪れて紗耶香は感極まった声で叫ぶ。

　それでも結弦の指戯は止まず、過敏になった淫襞や淫核を執拗になぶり続けた。

　達したばかりで激しく攻め立てられ。体の内側から苛烈な快感が襲いかかる。

「あっ、あああぁっ！　そんな……駄目……ッ！」

「駄目と言っている割には、すごく気持ち良さそうですけど。その証拠に、蜜だってこんなに溢れてますし」

　結弦は意地悪くささやきながら、グチュグチュといういやらしい水音を立てて掻き乱してくる。

「あぁあっ！　あっ、あっ、あぁぁあぅ！」

　淫靡な疼きと共に快感が駆け抜けて、紗耶香は幾度となく体を仰け反らせて達する。

　そうやって彼女が達くたびに、花唇全体もビクビクと戦慄いて新たな蜜を迸らせた。

　その様子を見た結弦が恍惚の微笑を浮べ、指の速度を更に上げていった。

「あン……ッ……ぁぁああぁ……ッ！」

　体の芯がますます熱く疼いており、理性も気持ち良さのあまり完全に蕩け切っている。

　紗耶香は一際甲高い嬌声を上げ、背中を大きく反らせてまた絶頂に達した。

　秘花が歓喜に震え、下肢全体の疼きが強くなるにつれて、熱く太いものが欲しくてたまらなくなる。熱い官能のうねりが込み上げ、絶頂を迎えるたびにその欲望はどんどん強くなっていく。

「あ、は……ぁああ……。結弦君が……欲しい……」

　甘えるような声でねだりながら、紗耶香は結弦の下肢の中心にそっと触れた。

　すでに熱く滾っていた男の象徴は、手の中でビクンと跳ねて硬さを増した。その熱と感触に、紗耶香の胸はますます高鳴る。

「紗耶香さんも僕と同じく、よっぽど飢えているんですね」

　結弦は艶然とした微笑を浮べると、紗耶香の唇にそっとキスを落とす。

　唇を離すとすぐに、彼は薄膜を装着しようとするが、紗耶香はそれを引き留めた。

「お願い、早く来て……」

　紗耶香は一刻も早く入れてほしくて、屹立したものを掴み自身の蜜口に宛がおうとする。

「駄目ですよ、紗耶香さん。いくら愛し合っていても、ちゃんと着けないと」

　結弦はごく優しい口調と表情で諭してくる。

　何日も触れ合えなくて飢えている筈なのに、欲望のままに紗耶香を抱こうとせず、ちゃんと体を気遣ってくれる。

　そんな結弦の優しさが心に沁みて、紗耶香は一段と彼に絆されていった。

「うん、わかった。ごめんね、無理矢理迫っちゃったりして……」

　大人げないことをしてしまい恥ずかしい。

　落ち込む紗耶香を元気づけるように、結弦はそっと髪を撫でながら再び口づけする。

　それから彼は改めて薄膜を着けると、濡れた蜜口に宛がいゆっくり押し進めていった。

「はぁああ……」

　熱い雄茎が隘路を広げて進入してきた瞬間、花唇全体が嬉しそうに戦慄く。紗耶香も表情を蕩けさせて感嘆のため息をついた。

「紗耶香さんのその表情、すごくそそられます。それに、中もトロトロで気持ちいい……」

　結弦は感極まった声音でささやくと、ゆるゆると腰を動かして抽送を開始する。

「ん……ふぁ……あぁあぁあ……っ！」

　媚肉がヒクヒクと痙攣し、下肢全体の疼きが強くなる。紗耶香は甘い嬌声を上げて背中を大きく反らせた。

「ン……う……っ！」

　結弦も小さく喘ぎながら、自身の欲望を一段と昂らせていた。

　淫襞を擦り上げられ、子宮口に熱い切っ先を押し当てられて、体の奥から快感が止め処なく押し寄せてくる。

　結弦の熱い雄茎を感じるたびに、身も心も官能の悦楽に染まり理性が蕩けていく。

「あっ！　あぁぁぁあン！」

　肉茎の熱と硬さを知らしめるように、鋭敏になった淫襞に擦りつけられ快楽が広がる。

　紗耶香は体を大きく震わせ、喜悦の声を上げて結弦の背中を撫でさすった。

「は……あぁ……」

　淫靡な手つきで愛撫され、結弦は甘いため息をついて背を反らせる。

「あんまり僕を煽らないで下さい。抑えられなくなってしまいます」

「いいよ。結弦君になら、どんなに激しくされても構わない。だから、もっとして」

　紗耶香は色っぽい眼差しを向けて誘惑する。

　その艶のある目つきに絆された様子で、結弦はたちまち表情を蕩けさせた。

「ああ、紗耶香さん。そんな目で見られたら、僕……もうたまらないですよ……」

　頬を上気させて照れる姿が何ともかわいい。紗耶香は思わずクスッと笑ってしまう。

「どうして笑うんですか？」

「だって、結弦君があまりにもかわいいから」

　すると結弦の表情が一転して、欲望に満ちた男のものになる。

「いくら紗耶香さんからでも、かわいいと言われるのはちょっと心外です。何だか男として見られていないみたいで」

「ごめん、そんなつもりじゃなかったんだけど……」

「駄目です。もう抑えたりしないので覚悟して下さい」

　結弦は熱を孕んだ声音でささやくと、穿つような勢いで子宮口を突いていった。

「あぁン！　ああぁぁぁあッ！」

　激しい抽送によって下肢全体の疼きが強くなり、苛烈な快感が絶え間なく押し寄せてくる。蜜芯を戦慄かせるほどの快楽に、紗耶香は激しく身悶えて歓喜の悲鳴を上げた。

「どうですか、紗耶香さん」

　結弦は腰を突き動かしながら、上擦った声で問いかけてくる。

「ンンッ！　あぁぁあっ！　すごく……気持ち良くて、たまらない……」

　紗耶香は恍惚の面持ちを浮べ、喘ぎ混じりの声で返答した。

　彼女の言葉を聞くなり、結弦は嬉々とした様子で目を輝かせた。

「僕も一緒です。本当にすごく、気持ち良くてたまりません」

　それから結弦は、紗耶香の腰を掴んで一段と早く突き上げていく。

「あっ、あぁぁあぁ！　あぁあぁあっ！」

　グチュグチュという水音と、紗耶香の甲高い嬌声が部屋に響き渡る。

　全身の火照りは更に増して、快感が激しいうねりとなって全身に広がっていった。

　結弦も荒い吐息を繰り返しながら、猛ったものをますます硬く漲らせていた。

「は……あぁ……。紗耶香さんの中、ものすごく熱くうねっているのがわかります。それに、ここもこんなにヒクヒクして……」

　激しい律動を繰り返しながら、結弦は膨らんだ花芽を指の腹で愛でる。

「あぁあぁッ！　駄目ッ！」

　可憐な尖りへの刺激は強く、高圧電流のような快感が駆け抜けて体を更に疼かせた。

　紗耶香の体は大きく仰け反り、花唇全体も歓喜に震えてわなわなとヒクつく。その弾みで肉茎が締め付けられ、熟れた隘路の中でより硬く隆起していく。

「ンンッ……あぁあ……。紗耶香さん、そんなに締め付けられたら……」

　結弦は下肢を震わせると、抽送の速度を更に上げた。

「ああぁあっ！　あっ、あっ、あぁぁああっ！」

　子宮口を獰猛に穿たれて、快楽の奔流が体の奥深くからどっと押し寄せてくる。

　悲鳴に似た歓喜の声と共に、紗耶香は激しく身悶えて蜜壷を強く締め付ける。

「ンッ！　ああ……ッ！」

　続いて結弦も小さな喘ぎを漏らし、剛直を脈動させて熱い精を解き放った。

「あ……ぁあぁぁあっ！　結弦君……結弦君……ッ！」

　紗耶香は結弦の体を強く抱きしめて、彼の名前を愛しげに呼びながら絶頂に果てた。

　数日ぶりの官能の絶頂は心地良くてたまらない。身も心も快楽一色に染められ、彼女は恍惚の面持ちでその悦びに浸っていた。

　同じく結弦も満ち足りたような表情で、熱い吐息を繰り返している。

　彼は愛でるように紗耶香の体を撫でた後、雄茎を隘路からそっと引き抜いた。

　しかし、精を放ったばかりの剛直は、未だに硬さを保ったまま。その猛々しい形を見るなり、紗耶香の胸はざわついて再び劣情が込み上げてくる。

　紗耶香に見られているのに気付いたのか、結弦はほんのり頬を赤らめてばつが悪そうに苦笑いする。

「僕ったら、まだこんな風に勃たせてみっともないですよね……」

「そんなことないよ。私も、まだしたいと思っているから」

「本当ですか？」

　結弦は嬉々とした様子で目を輝かせた。

「うん。まだ夜は長いんだし、しばらくしてなかったから、その分たっぷり愉しもう」

「はい、紗耶香さん」

　二人は再び体を重ね、熱い抱擁と蕩けるような口づけを交わす。

　離れていた数日を埋めるように、彼らの甘い淫夜は夜更けまで続いた。







第四章 ～二人だけの甘い性夜～








　十二月になり、クリスマスと同時に結弦の誕生日も近づいている。

　紗耶香はベッドに寝転がりながら、十二月における恋人同士の過ごし方を、スマホで熱心に調べていた。

　誕生日に贈るプレゼントはすでに買ってある。よく行くケーキ屋でバースデーケーキも予約した。

　しかし、それだけでは物足りない気がする。

　優しい結弦のことだから、盛大なバースデーパーティをしなくても喜んでくれると思う。それでも紗耶香は、彼のために何か特別なことをしたいと考えていた。

　そんな時、ある一文が紗耶香の目に留まる。

　書かれていたのは「恋人と過ごす甘い性夜」という見出し。どうやら聖夜とかけているらしい。

「これだ……！」

　脳裏にある考えがひらめき、紗耶香は思わず声を上げていた。

　それからすぐさま別のサイトに移動し、目当ての商品をいくつか物色していく。

「今、声が聞こえましたけど、どうかしたんですか？」

　そこへ結弦がやって来て、首を傾げて紗耶香を見つめてくる。

「ううん、何でもない。ただの独り言だから気にしないで」

　紗耶香は慌ててスマホの画面を閉じた。

「何だか慌てて隠しましたけど、一体何を見てたんですか？」

「別に大したことじゃないから。結弦君の誕生日に贈るものを見てただけよ。そんなの、今知ってしまったら面白くないでしょう？」

「確かに、それもそうですね」

　結弦が納得した様子でうなずくのを見て、紗耶香はこれ以上訊かれなかったことにホッとする。

「それより、ご飯できましたよ」

「ありがとう、すぐ行くね」

　紗耶香はスマホをベッドサイドに置き、上機嫌で食卓テーブルへと向かう。

　今夜は結弦が夕食を作ってくれる日だった。いつも好物の卵焼きが出るので自然と気分が浮き立つ。

「今日の卵焼き、ハムとチーズを入れて洋風にしてみたんですけど、どうでしょうか？」

「うん、すごく美味しい！　これならいくらでも食べられそう！」

　ハムとチーズの塩味が、シンプルな卵の味と絡み合ってたまらない。紗耶香は表情を綻ばせながら、卵焼きを次々と口に運んでいく。

「気に入ってもらえて嬉しいです。良かったら、おかわりを作りましょうか？」

「ううん、また今度作ってくれればいいよ。まだご飯や味噌汁だって残っているし。だから結弦君も食べて」

「わかりました。じゃあ、また今度作りますね」

　結弦はにっこりと笑うと、自分で作った卵焼きを食べた。

「それより、紗耶香さん。僕の誕生日に色々と考えてくれているみたいで、ありがとうございます。それも嬉しいですけど、何より覚えていてもらえて感激です」

「ちゃんと覚えているに決まってるでしょう」

　むしろ、恋人の誕生日を忘れる人間がいるなんて、想像もつかない。もしいたらそんな相手とは即座に別れるところである。

「まあ、それはさておき。誕生日楽しみにしておいてよ。休みも取れたから、美味しい料理とケーキを用意して待ってるね」

「はい。僕も、できるだけ早く帰るようにします」

　結弦が満面の笑みを浮べているのを見て、紗耶香は彼のために素敵な誕生日にしてあげようと心に決めた。







　そして迎えた結弦の誕生日当日。

　この日も紗耶香は、朝から掃除と洗濯に専念した。

　せっかくの誕生日なので、愛する人には心地良く過ごしてもらいたい。

　午後からは買い出しに出かけ、その帰りに予約していたバースデーケーキを受け取ってきた。苺とチョコレートをたっぷり使ったホールケーキだ。

　買い物から帰ってくると、紗耶香は夕食の下ごしらえを始める。

　今夜のメインディッシュは、結弦の好きなホワイトソースのグラタン。具材は鶏肉と野菜、そしてマカロニという豪華な一品である。

　結弦の嬉しそうな笑顔を想像しながら、紗耶香は鶏肉や野菜を炒めていく。そうしてある程度火が通ってから、具材をウォックパンから出して、ホワイトソースの素と牛乳を入れてとろみがつくまで煮込んだ。

　できあがったソースと具材をグラタン皿に移し、あとは焼くだけの状態にしてから一休みに入る。

　結弦は以前、できるだけ早く帰るようにすると言っていた。しかし、十二月はどこの企業も忙しいから、定時で上がるのはなかなか難しいかもしれない。

　それでも紗耶香は、結弦が帰ってくるまで待っているつもりである。

　六時ちょっと前、テレビで天気予報を見ているところへ、スマホにショートメッセージの着信が入る。

　相手は結弦からで、もう少しで帰るとのことだった。

　メッセージを見た瞬間、紗耶香の表情がパッと明るくなる。

　それから紗耶香は食卓テーブルを拭いたり、フォークやグラスを並べたりしていく。

　グラタンをトースターに入れ、焼き上がるのを待っている間、結弦に渡す誕生日プレゼントを用意する。

　これで準備は完了。あとは結弦が帰ってくるだけ。

　紗耶香はプレゼントの箱を愛しげに眺め、彼が喜ぶ姿を想像して表情を綻ばせた。







　六時半過ぎ、帰宅してきた結弦と夕食を楽しんだ。

　愛情を込めて作ったグラタンはもちろん、バースデーケーキも美味しそうに食べてくれた。また、プレゼントのスノードームもとても喜んでくれた。

「紗耶香さん、ありがとうございます。美味しい料理も食べられて、素敵なプレゼントもくれて。こんなに最高の誕生日は初めてです」

　結弦が手放しで喜んでくれたことに、紗耶香は多幸感に胸を高鳴らせた。

　その幸せな気分を抱きながら、前日に録画した海外ドラマを二人で観る。今放送されているシーズンの最終話なので、昨夜からずっと楽しみにしていたのだ。

　最後まで見終わり、次シーズンの放送決定という予告が流れた後、テレビを消して互いに顔を見合わせる。

「まさか、あんな終わり方になるとは思わなかったね……！」

「はい。やっぱりこれも、視聴者を飽きさせないためでしょうか？」

　そうしてしばらく、二人は次のシーズンはどんな展開になるのだろうかと、熱く語り合った。

　映画やドラマを観た後で、こうして語り合う時間も幸せである。そして何より、そんな相手といられて最高の気分である。

　そう思った瞬間、感慨深いものが込み上げてきて、胸の奥がジンと熱くなる。

「どうかしたんですか？」

「こんな風に、結弦君と一緒に好きな映画やドラマを共有できて、熱く語り合うこともできて幸せだなって」

　紗耶香はほんのりと頬を上気させ、隣に座る結弦にもたれかかった。

「結弦君、誕生日おめでとう。それと、私のこと好きになってくれて、本当にありがとう」

「こちらこそ、こんな素敵な誕生日にしてくれて、ありがとうございます。来年の紗耶香さんの誕生日も、僕が最高の一日にしますね」

「本当⁉　楽しみにしてるね！」

　想像するだけで胸がときめく。自身の誕生日を迎えるのが、待ち遠しくてたまらなかった。

（いけない、いけない。今夜はまだまだ盛り上げる予定なんだから、これ以上浮かれてばかりいられない）

　最高の誕生日にすると約束してくれて嬉しいあまり、肝心の夜のお楽しみを忘れるところだった。

「ところで結弦君、今夜のことなんだけど」

　紗耶香はそう切り出してから、艶然と微笑んで結弦に向き直る。

　色艶を帯びた表情や眼差しに、結弦は息を呑んで見惚れている様子であった。

「今夜は私から、結弦君を気持ち良くしてあげたいの」

　そっとささやきかけながら、紗耶香は結弦の胸板にそっと手を添えた。

「本当に、してくれるんですか……？」

　結弦は頬を赤らめて、上擦った声音で訊き返してくる。

「うん。今日は君の誕生日だから、私がしてあげようって考えていたの。それとも、こんな風に誘惑されるのは好きじゃない？」

「いえ、そんなことありません。むしろ、紗耶香さんにしてもらえるなんて、すごく嬉しいです」

　満面の笑みを見せる結弦に、紗耶香もにっこり微笑んで「そう言ってもらえて良かった」と返す。

「いつもたっぷりイカせてもらっているから、今夜は私が気持ちよくイカせてあげるね」

　再度、耳元で甘くささやくと、結弦はたちまち蕩けたような表情を浮べた。







　お風呂を済ませた後、紗耶香はこの夜のために買った下着に着替えた。

　ただし、下着といっても普段着けているものではなく、露出度の高くてセクシーなもの。

　今、紗耶香が身につけているのは、黒いシースルーのベビードール。胸はレース生地で覆われており、ほんの少し動くだけでも見えてしまいそうなほど。同じ色のショーツも丈が浅く、後ろは完全にＴバックになっている。

　結弦を驚かせたかったため、この下着のことは内緒にしてある。

　──彼は一体、どんな反応を見せてくれるだろうか？

　何せ紗耶香自身、こういう色っぽい下着は初めてなので、楽しみでもあり緊張もしている。

　寝室の前で一旦立ち止まり、大きく深呼吸してから中へ入る。

「お待たせ、結弦君」

　紗耶香が声をかけた瞬間、結弦は目を丸くしてじっと見つめてきた。

　それから彼はすぐに、うっとりとした微笑みを浮べて、「紗耶香さん、すごく素敵です」と賛美の言葉を投げかけた。

「結弦君に見せたくて買ったの。喜んでもらえて良かった」

　紗耶香は嬉しそうに声を弾ませ、結弦の隣に腰を下ろす。

　その際、豊満な乳房が大きく揺れて、結弦はその様子をじっと見入っていた。

　その熱い眼差しから、彼が今の紗耶香にすっかり心を奪われているのが、はっきりと伝わってくる。

「ふふっ、早くも欲望に火が付いちゃった？」

　紗耶香はクスッと微笑んでから、結弦の唇にそっとキスを落とす。

「んっ……！　ふぅ……ぅ……」

　互いの舌を絡ませ、甘く蕩けるような口づけを交わしながら、結弦の胸板に軽く触れた。

「ン……ぅ……」

　愛でるように撫で回していると、唇の隙間から喘ぎ声が微かに漏れてきた。

　紗耶香はそのまま、小さな乳首にも触れて一撫でしてみる。

「ンンッ……あ……っ！」

　その刹那、結弦の体がピクンと跳ねて、一段と甘い声が上がる。

「結弦君も感じやすいんだね」

　紗耶香は満足げに微笑み、淫靡な手つきで愛撫を続けていく。その間も、結弦は頬を上気させて息を弾ませていた。

　それからふと、結弦の下肢の中心に目を向けてみる。下着の上からでもわかるぐらい、そこは膨らみを帯びており、早くも勃ち上がっているのが見て取れた。

「こんなに窮屈だと辛いでしょう？」

　色っぽい声音で問いかけながら、紗耶香は手を少しずつ下腹部に向けて滑らせていく。

「あ……あぁあ……」

　結弦は再び甘い喘ぎを漏らして身震いした。

　焦らすようにゆっくりと下着をずらして結弦の半身を取り出す。

　硬く勃ち上がった剛直を、紗耶香は愛しげにじっくりと眺める。

「私の下着姿を見てこうなったの？　それとも愛撫されたせい？」

「りょ、両方……です……」

　結弦は頬を上気させながら上擦った声で答えた。

「そんなに感じてくれてたんだ。嬉しい」

　結弦の返答にすっかり気分を良くした紗耶香は、彼の股間に自身の胸をそっと押し付ける。

「あぁ、すごく熱くなってるね」

　熱い屹立の脈動を感じて、紗耶香は甘いため息をつく。

　結弦もまた、雄茎が豊満な乳房に埋まっている状況に、感極まった様子でうっとりしていた。

「息遣いも荒くなってるね。ますます興奮しちゃった？」

　紗耶香は悪戯っぽく笑いながら、自身の胸を雄肉に擦りつけるように揉んでいく。

「あ……あぁ……」

　その直後、結弦は陶然とした面持ちで喘ぎながら、腰をわなわなと引き攣らせた。

　同時に剛直も胸の谷間の中で硬さを増し、トクトクと熱く脈打っているのが伝わってくる。

「どう？　気持ちいい？」

　紗耶香の甘い問いかけに、結弦は恥ずかしそうに「はい、すごく……」と答えた。

　普段はこちらを翻弄している彼が、こうして頬を赤らめているのが愛らしくてたまらない。紗耶香は胸の膨らみをぐいぐい押し付けていく。

　結弦はますます頬を上気させ、軽く喉を仰け反らせて荒い呼吸を繰り返す。

　彼が快感を得ている姿に一段とそそられ、紗耶香は左右から胸を押し付けて雄茎を刺激した。

「はぁ……はぁ……」

　結弦は下肢をビクンと震わせて、豊満な乳房に包まれた剛直を更に隆起させる。

　自身の奉仕で気持ち良くなっている結弦はもちろん、胸の間で熱く滾っていく彼の分身も愛しくてたまらない。

　表情を蕩けさせて喘ぐ結弦を見ているうちに、紗耶香の中で劣情が掻き立てられていく。最愛の人を早く気持ちよくイカせたくて、胸を擦りつける速度も自然と上がっていった。

「あ……ああ、紗耶香さん……」

　結弦は艶めいた声を上げて、何度も体を仰け反らせる。雄茎もますます硬くそり勃ち、胸の谷間から亀頭が顔を覗かせていた。

「こんなに勃たせちゃって、かわいいんだから」

　紗耶香は蠱惑的な笑みを浮べて先端をそっと愛撫する。

「ン……くっ……！」

　結弦の口から苦悶にも似た声が上がり、剛直もビクンと大きく痙攣した。

　紗耶香はその様をうっとりと眺めた後、先端に唇を寄せてキスを落とす。

　するとまた、鈴口がいやらしくヒクついて先走りを滲ませ、結弦の息遣いも一段と荒くなる。

　続いてそり勃った肉茎を手で包み込み、大切なものを愛でるように優しく撫でていく。

「さ、紗耶香……さん……。もう……それ以上は……」

「やめてほしそうには見えないけど？　むしろ、すごく気持ち良くてたまらないって感じよ」

　その証拠に、剛直は紗耶香の手の中で、熱さと硬さを増している。

　結弦の制止を無視して、紗耶香は淫靡な手つきでさすり続けた。

　雄肉はますます硬くそそり勃ち、結弦の息遣いも一段と荒くなっていた。

　紗耶香は先端にそっとキスすると、大胆に舌を動かして舐り始める。

「ああっ、紗耶香さん！　そんなことされたら……ッ！」

　結弦は切羽詰まったような声を上げるが、紗耶香は構わず血管の太い部分を舌先でなぞり上げる。

　口の中で雄茎がビクビクと激しく痙攣していた。結弦の呼吸音も、先程にも増して乱れており、蕩け切った表情を浮かべているのが見なくてもわかる。

　自分がいつも気持ちよくしてもらっているように、結弦にたっぷりと快楽を与えたくてじっくりと剛直を舐り続けていく。

　その間にも、屹立したものは更に怒張し熱く脈打っていた。

　思っていた以上に、結弦が感じてくれているのが伝わり、紗耶香の胸は歓びに高鳴る。

　蕩けるほど気持ち良くさせたくて、紗耶香は硬く太い肉茎に熱心に舌を這わせていく。

「あ……っ、うぅ……ッ！」

　結弦の体が大きく跳ね上がると同時に、苦悶に似た声が漏れ出る。続いて雄茎はビクンと脈動して、紗耶香の口の中で熱い精を迸らせた。

　紗耶香は白濁を全て飲み込み嚥下する。

　独特の苦味が口の中いっぱいに広がっていく。彼女は小さく微笑んでうっとりしていた。

　その直後、結弦が性急に押し倒してきて、欲望の炎が込められた眼差しで見つめてくる。

「すみません、急に押し倒したりして。だけど、僕の欲望に火をつけた紗耶香さんがいけないんですよ」

　そうささやきかけてくる声音にも、普段の甘い雰囲気とは違う獰猛さが含まれていた。

　こんな風に、劣情をはっきり見せつけてくる結弦は初めてで、紗耶香はたまらずドキドキしてしまう。

「それに紗耶香さん、さっきまたかわいいって言いましたよね？」

　そう指摘されてから紗耶香は、屹立した雄肉の先端に触れる際に言ったことや、結弦がかわいいと言われるのを嫌がっていたことを思い出す。

「ご、ごめん。ついうっかりして──」

「僕は怒ってなんかいませんよ。ただ、今夜は抑えるつもりはないので、覚悟して下さい」

　結弦は不敵な笑みを見せると、紗耶香の胸元に強く唇を押し付けた。

「あっ！」

　痛みが生じるほど肌を吸われ、紗耶香は小さな悲鳴を上げてビクンと震える。

　しかし、結弦は少しも意に介さずに、次々と口づけの痕を刻んでいく。

「あ……ンンッ！」

　肌にキスされながら胸も揉まれ、痛みと快感が一緒になって訪れる。紗耶香はあえかな嬌声を漏らしては、ビクビクと体を跳ねさせた。

　胸元に赤い花びらが散りばめられているのを見て、結弦は満足そうに微笑むと乳房を捏ね回していった。

「あ……ああぁ……」

　結弦の淫靡な眼差しの影響か、紗耶香の体は早くも熱く火照り始めている。同時に胸の高鳴りも増しており、結弦にもその鼓動が聞こえるのではと思うぐらい鳴り響いていた。

「こうして大きく揉んでいると、胸がこぼれて今にも乳首が見えてしまいそうですね」

　結弦は胸の膨らみを揉みしだきながら、からかうようにささやいてくる。

　彼の言う通り、こうして大きく捏ね回されていたら、乳輪がはみ出てしまいそうだった。

　だが、そのことに対する羞恥心はなく、むしろ見られたいという願望すら湧き上がる。

　続いて結弦は、レース生地の上から乳首をそっと摘まみ、指の腹で優しく転がしてきた。

「あ……ぁあっ！」

　布越しに触れられるのは気持ちよく、紗耶香は陶然とした面持ちで大きく仰け反る。

　その際、薄桃色の乳輪がわずかに見えて、それが結弦の劣情を一段と煽ることとなった。

「ふふっ、いやらしいですね」

　結弦は紗耶香の反応を愉しむように、乳首をクリクリと弄っていく。

「ああぁ……あぁっ！」

　指先で転がされ、擦り上げられるたびに、紗耶香はたわわな胸を揺らして淫らに喘ぐ。

　淫靡な指戯で翻弄されている乳首は、布越しでも形がわかるほど硬く勃ち上がっていた。

　紗耶香が感じているのだとわかり、結弦は嬉々とした面持ちで熱心に胸の頂を弄り続ける。

「ん……あ……あぁあ……」

　胸の先端から生じる疼きが強くなる。それに伴って快感も大きくなって、体の芯がより熱く火照っていく。

　紗耶香の声にも艶が増しており、表情も酩酊したように蕩け切っていた。

「レースから顔を覗かせている乳首が、まるで恥ずかしがってる紗耶香さんみたいでかわいいです」

「もう、変なこと言わないでよ……」

　紗耶香はたちまち頬を紅潮させるが、結弦は悪びれる様子もなく乳首を転がすばかり。

「ますます硬くなってきましたね。早く僕に吸ってほしいってねだってるみたい」

　存在を主張するように硬く膨らんだ乳首を、結弦はじっと見つめながら指先で軽く弾く。

「あぁ……あぁぁあ……」

　甘い痺れと共に快感が駆け抜け、紗耶香は体を波打たせて嬌声を上げる。その弾みで乳房も大きく揺れ動き、乳輪が少しだけ顔を覗かせた。

　結弦はその瞬間を逃さず、胸を覆うレースをずらして乳首を露出させた。それから二つの先端にそれぞれ口づけると、彼は口に含んで舌で愛撫していく。

「ンン……あぁぁあぁン！」

　指先で愛でられるのとは違う快楽に、紗耶香は歓喜の声で啼いて背中を仰け反らせる。

　彼女の反応を見て悦に入ったらしい。結弦は乳首に強く吸いつき、ねっとりと舌を絡めた。

　乳輪全体に舌を這わされ、快感から全身が総毛立つ。単調な愛撫に慣れさせないためか、時折蕾を強く甘噛みされて背中が大きく仰け反った。

　疼きが強くなり快感が高まってきたところで、結弦はもう片方の乳首も同じように舌で愛でる。

「は、あぁぁ……ああ……っ！」

　たっぷりと胸を愛撫されて、体だけでなく心もすっかり絆されていく。下腹部もじんわりと熱くなっており、足の間がすでに潤っているのが触れなくてもわかった。

　結弦は更に胸の谷間にも顔を埋め、たわわな膨らみを堪能しながら舌を這わせる。

「あんっ！　あぁああん！」

　胸を両手で揉まれ肌を舐られ、快感がより一層高まっていく。紗耶香はビクビクと身悶えながら甲高い嬌声で啼いた。

　胸の谷間だけでなく腹部や臍、そして太腿にも舌を這わされていった。手で腰から尻にかけてゆっくりと撫で回され、気持ち良さから背筋がゾクゾクと震え上がる。

　結弦は紗耶香の両脚を大きく開かせると、ショーツの上からそっと恥裂に触れた。

「ン……ッ！　あぁあ……」

　軽くなぞられただけで、肌が粟立つほどの快楽が押し寄せてくる。蜜もじんわりと溢れて薄いレース生地を更に濡らした。

「こんなに下着を濡らしちゃって」

　結弦は悪戯っぽく笑いながら、何度も割れ目に指を這わせていく。

　そのリズミカルな指の動きに反応して、秘花はヒクヒクと戦慄き更に蜜を滴らせる。

　まるで粗相をしたみたいで恥ずかしくなるが、その一方で蕩けるような快感を与えられて悦びを覚える自分もいた。

　しばらく秘所を弄り続けたのち、結弦はおもむろにショーツを脱がせる。

　下穿きだけ脱がされるという痴態に、羞恥心と共にそれを上回るほどの劣情が湧き上がる。

　結弦もまた、興奮を抑えきれない様子でじっと見つめていた。

「何だかものすごく、Ｈで背徳的な雰囲気たっぷりですね。ますますそそられちゃいます」

　結弦は陶然とした笑みを浮べながら、露わになった秘花を再び弄っていった。

「あっ、あぁぁあ！」

　クチュクチュという水音と共に、紗耶香の甘い嬌声が部屋に響き渡る。

　蜜口からは官能の滴りが止め処なく溢れ、結弦の指先や自身の内腿をしとどに濡らす。

　結弦は丹念に媚肉をほぐしながら、指を少しずつ奥へと進めていく。

「ああっ！　そんなに……駄目……！」

　紗耶香は慌てて制止するが、結弦は一切聞かずに鋭敏な部分を探り当てた。

「んんんっ、あぁぁあ──っ！」

　腰がわなわなと震えて、強い快感がせり上がってくる。紗耶香は繰り返し背を仰け反らせて蜜を迸らせた。

　溢れ出たその蜜を塗り込むように、結弦は小さな花芽を指先で擦り上げていく。

「や……ぁあぁあぁっ！」

　敏感な突起に触れられた瞬間、痺れを伴った快楽が全身を駆け抜ける。雌核もすぐにヒクヒクと脈動して、赤く充血して膨らみを帯びていった。

　下肢の疼きがますます強くなる。花唇全体はしとどに濡れて、淫猥な輝きを帯びているように見えた。

「いっぱい溢れてきますね」

　結弦はうっとりと眺めながら、丹念に指を動かし花芽を愛撫し続ける。

「ン……ッ！　あ……ぁああぁっ！」

　肉芽を徹底的になぶられ、熱い塊が体の奥からせり上がってくる。紗耶香は絶え間なく嬌声を上げて背を弓なりに反らせた。

　結弦の愛撫が気持ちいいのと、彼の熱い眼差しに見つめられているのとで、いつにも増して感度が高くなり全身がたまらなく疼いている。

　秘花は歓喜に震えるようにヒクつき、濃厚な蜜を更に滴らせていた。

「紗耶香さんのここ、またヒクヒクってなってかわいいな」

　結弦は指の腹を強く押し付けて、膨らんだ花芽を更に刺激する。

「やぁぁあぁあン！」

　激しく擦り上げられて、苛烈な快感が容赦なく押し寄せてくる。紗耶香は喜悦の悲鳴を上げながら、瞬く間に絶頂に達した。

　しかし、それでも結弦の指戯は止まらず、過敏になった雌核を重点的に転がし続ける。

「あぁぁん！　あぁぁあぁッ！」

　紗耶香は激しく身悶えながら、すぐにまた絶頂を迎える。

　イッたそばから花芽を愛でられ、強すぎる快楽が容赦なく全身を苛んでいく。

　下肢全体はいつも以上に疼き、秘芽はますます膨らんで真っ赤になっていた。

「あっ、あぁぁっ！　結弦君……ッ！　そんなに何度も……しないで……！」

　双眸から涙をこぼしながら、紗耶香は体を痙攣させてまた達する。

　喘ぎ混じりの声で訴える紗耶香を目にしても、結弦は愛撫を止めず意地悪な笑みを浮べるばかり。

「そう言われると、ますますやめたくなくなります。それに、紗耶香さんだってさっき、僕が制止しても聞きませんでしたよね？」

　その仕返しという風に、結弦は幾度となく擦り上げていく。

　やまない刺激が快感となって絶え間なく襲いかかり、紗耶香の体をより一層強く疼かせる。

「ンッ……あぁぁあぁッ！　だ、だからって、こんな風に……仕返しなくても……」

「嫌だなぁ、仕返しだなんて心外ですよ。たっぷりかわいがっているだけです」

　結弦はクスッと小さく笑うと、おもむろに花唇に顔を近づけて舌を這わせていった。

「あぁん！　あぁぁっ、あぁぁあぁっ！」

　指で愛でられるよりも強い刺激に、雌芯はヒクヒクと戦慄いて蜜がどっと溢れる。紗耶香は歓喜にむせび泣きながら、激しく体を震わせてまた達する。

　そんな紗耶香に追い打ちをかけるように、結弦は舌先で花芽を転がして愛でていく。

　柔らかい舌が触れるたびに、苛烈な快楽が突き抜けていき、膨らんだ肉芽もヒクヒクと痙攣する。紗耶香は何度も体を弓なりに反らし、甲高い声で喜悦の悲鳴を上げた。

　体の芯が一段と熱く火照っている。体だけでなく理性まで蕩けるほど気持ち良くてたまらない。

　一方で、花唇は熱く太い剛直を求めるように、物欲しげに痙攣を繰り返している。

　それを知ってか知らずか、結弦はただひたすらに雌核を舐り続けていた。

「あっ……ンッ！　ゆづ……やぁあぁあっ！」

　早く挿れてほしいと言おうとするが、快感に邪魔されて上手く言葉にできない。

　望むものをお預けされて、辛くもどかしい気持ちになる一方で、結弦に与えられる濃厚な舌戯に満足する自分もいる。

　重点的に舐られ擦られ口づけされて、快感がますます高まっていく。

「んんん……あぁぁぁあっ！」

　それから一際強く雌核を吸われ、花唇全体が激しく戦慄く。紗耶香は甲高い嬌声で啼いて体を仰け反らせ、何度目になるかわからない絶頂に達した。

「紗耶香さんのここ、さっきよりヒクヒクしてますね」

　結弦は花芽をまじまじと眺め、何度も愛しげに口づけした。

「あぁあっ！」

　すっかり過敏になった肉芽には、キスだけでも強い刺激となり、電流に似た快感が体を駆け抜けていく。

　紗耶香が淫らに喘ぐのを見て、結弦は満面の笑みを浮べた。

「やっぱり紗耶香さんはかわいいな」

　そうささやく結弦の瞳に、再び欲望の炎が灯る。

　獰猛さを湛えた眼差しに射貫かれ、紗耶香は魅入られたようにドキドキしてしまう。

　結弦は紗耶香の頬を優しく撫でた後、雄茎の先端を濡れた蜜口にそっと押し当てる。

「あ……」

　先程、紗耶香の愛撫によって絶頂を迎えた猛りは、再びその硬さを取り戻していた。

「今の僕は、紗耶香さんが欲しくて欲しくてたまらないんです。紗耶香さんはどうですか？」

　甘くも官能的な低い声音で、結弦はそっとささやきかけてくる。

　蕩けるほど心地良い声に絆され、紗耶香の胸の高鳴りも増していく。

「私も、結弦君が欲しくて欲しくて……たまらない……」

　紗耶香がそう言葉を返すと、結弦はより一層嬉しそうに目を輝かせた。

「僕と同じ想いでいてくれて嬉しいです」

　結弦は頬にそっとキスを落とし、ゆっくりと腰を進めていった。

「あ……ああぁ……」

　剛直が隘路を開いて入ってくる感覚に、紗耶香は感極まった様子であえかな嬌声を漏らす。

　熱い先端が最奥に到達した瞬間、彼女を頬を上気させて喉を反らせた。

　結弦は露わになった首元にそっと唇を寄せ、そのまま鎖骨や胸元にも次々とキスの雨を降らせていく。

　一通り口づけを終えてから、彼は腰を突き動かして抽送を始めた。

「あぁぁあ！　あぁぁあぁっ！」

　突き上げられただけで達した紗耶香は、何度も背を反らして激しく身悶える。同時に秘花も歓喜に震えるように収縮し、剛直をキュウキュウと締め付けた。

「んん……っ！」

　自身の昂りを刺激されたことで、結弦は小さな喘ぎを漏らして軽く仰け反る。

「こんなに僕を煽るなんて、紗耶香さんは本当にいけない人だ」

　彼は妖艶な笑みを見せると、穿つような勢いで打ち付けていく。

「あっ、あっ、あぁぁぁああぁッ！」

　熱く硬い切っ先が子宮口に当たるたびに、パンパンと性器同士がぶつかり合う音が響き渡る。紗耶香は何度も背中を仰け反らせ、涙を流して悦楽の悲鳴を上げた。

　先程にも増して快感は強くなり、下肢全体が激しく疼く。獰猛な剛直を絶えず擦りつけられて、淫襞が熱くうねって戦慄いているのがわかる。

　結弦がもたらす快楽に支配され、身も心も蕩けさせる悦びに満ちていく。その悦びと幸福をもっと味わいたくて、紗耶香は自身の脚を絡ませて結弦に抱きついた。

「もっと欲しいんですか？」

「うん、すごく欲しい……」

　理性も完全に蕩けてしまうぐらい、たくさん感じさせてほしい。

　紗耶香が潤んだ瞳で訴えると、結弦は唇の端をわずかに吊り上げる。

「それじゃあ、望み通りたくさんあげますね」

　結弦はその言葉を合図に、抽送を繰り返しながら体を愛撫していった。

「あ……あぁぁぁあぁ……！」

　胸の膨らみを揉まれた瞬間、歓喜のうねりが押し寄せて腰がわなわなと震える。

　更にそのまま乳首を転がされ、谷間にもチュッと口づけされて、体の奥から強い快感が押し寄せてくる。

「その蕩けそうな表情、すごく好きです」

　結弦は満面の笑みを見せて、抽送と愛撫で余すことなく愛でていく。

「は……あぁぁっ！　あぁぁああぁ！」

　胸を撫で回され、蜜壷を掻き乱されて、快感が一際強くなって紗耶香に襲いかかる。

　結弦も一段と興奮した様子で、愛撫を続けながら律動の速度を上げていった。

「あぁぁあぁあぁあっ！」

　壮絶な快楽が一気に背筋を駆け抜ける。紗耶香は全身を激しく震わせて快感にむせび泣いた。

　結弦の息遣いも荒くなっており、隘路を行き来する雄茎も、熱さと硬さを増して獰猛に脈動している。

　彼の熱と鼓動を強く感じていたくて、紗耶香はその体を強く抱きしめた。

　その直後、結弦は肉茎を更に深く押し進めて、ぐいぐいと押し当ててきた。

「あ……あぁぁあ……っ！」

　熱い疼きと共に絶頂感が込み上げてくる。紗耶香は甲高いイキ声で啼き、腰をわなわなと引き攣らせて瞬く間に達する。

　体の芯は熱に浮かされ、理性もすっかり官能の愉悦に飲み込まれている。

　その間も、結弦の愛撫と抽送は止まず、紗耶香に無限の快感をもたらしていく。

「あぁあん、いいっ！　もっと……もっとちょうだい！」

　全てが快楽一色に染まるほど気持ちよく、紗耶香は艶っぽい声を上げてねだる。

　結弦は紗耶香の細い腰を掴むと、律動の速度を更に上げて攻め立てていった。

「は、あぁぁぁぁあンンッ！　もう……イク……ッ！」

　花唇全体が戦慄くほど突き上げられ、深い快感が体中に送り込まれていくようである。紗耶香はあられもない言葉を口走り、何度も全身をビクビクと波打たせた。

　達ったそばからすぐにまた絶頂が訪れる。繰り返される抽送に快楽が大きく膨らみ、今にも爆ぜそうな予感がした。

　結弦の剛直もより一層硬く漲り、獰猛さも増して最奥を容赦なく穿ち続けてくる。

「僕もそろそろ……一旦出しますね……」

　結弦はそう告げてから、勢いよく雄肉を押し進めてきた。

「ああぁぁあっ！　駄目……激しすぎる……ッ！」

　紗耶香は喉を仰け反らし、全身を激しく痙攣させて絶叫する。続いて蜜壷もわなわなと震え、熱い楔をきつく締め付けた。

「ン……ッ！　は、あぁぁぁ……」

　結弦は小さな喘ぎを漏らすと、感嘆のため息をついて腰を震わせる。

　剛直は一際大きく脈動して、子宮口に熱い白濁を迸らせた。

　自身の中に吐き出される精を感じて、紗耶香は頬を上気させて感嘆のため息をつく。

　官能の余韻に浸っているのも束の間。結弦によって半身を起こされ、そのまま彼と向かい合う姿勢で座る。

　結弦はそのまま間髪を容れずに、紗耶香の腰を掴んで上下に揺さぶっていった。

「やっ！　あぁあぁあっ！」

　雄肉がより深い所まで入ってきて、過敏になった媚肉を更に刺激してくる。何度も達した体にはあまりにも苛烈だったが、蜜壷は嬉しそうに淫らにヒクついていた。

「結弦君……ッ！　もう……これ以上は無理……！」

　紗耶香は喘ぎ混じりの声で訴えるが、恍惚の表情を浮べている様では悦がっているようにしか聞こえない。

　そうやっていやいやと頭を振る様子が、結弦の劣情をより掻き立てたらしい。彼の端正な顔に笑みが浮かび、より激しく突き上げてくる。

「あぁぁぁああン！」

　蜜腔がビクビクと戦慄き、いきり勃った肉棒を締め付ける。紗耶香は恍惚の面持ちで叫び全身を大きく反らした。

「あ……あぁぁあっ！　もう、駄目……！　おかしくなっちゃう！」

「構いませんよ。僕の前では、好きなだけ乱れて下さい」

　結弦は甘くささやきながら、紗耶香の胸元に吸い付いてくる。更に淫靡な手つきで体中を愛撫し、徹底的に快感を与えていった。

「ひ……あぁあぁあぁ！」

　感じる部分を余すことなく愛でられ、紗耶香は激しく身震いして絶頂に果てた。

　全身が総毛立つほどの快楽が、絶え間なく押し寄せてくる。紗耶香が達くたびに快感は大きく弾け、新たな絶頂感が体の奥からせり上がってきた。

　胸を愛でられて肌が粟立ち、淫襞を擦り上げられて下肢全体が大きく震える。蜜腔は先程にも増して熱くうねり、いやらしく脈打って結合部から官能の雫を滴らせた。

「は……ぁぁあっン……！　あ、あぁあぁ！　もう……良すぎて、蕩けちゃいそう……！」

「僕も気持ち良すぎて、今にも蕩けてしまいそうです」

　感じ入る紗耶香の姿を見て、結弦はうっとりと微笑む。

　淫靡な眼差しで更に劣情を掻き立てられる。体の芯もますます疼き、感じる部分も一段と熱くなっていった。

　その後も結弦は紗耶香の腰を揺さぶっては、上下に大きく動く乳房に甘くキスしていく。

「あぁあぁっ！　あぁあぁぁぁン！」

　肌に唇が触れるたびに、屹立したものの熱を感じるたびに、紗耶香はガクガクと身悶えて背を仰け反らした。

　彼女が絶頂に達したことで、中がきつく締まり剛直を何度も締め上げる。

「あぁっ！　僕ももう、イキそうです……！」

　そう告げるのと同時に結弦も腰を震わせ、蜜壷の中に熱い精を勢いよく迸らせた。

　強すぎる快感に一瞬、昇天しそうになって目の前が白くなる。

　こんなにも立て続けに、激しく達かされたのは初めてだ。さすがの紗耶香も体力が限界で、倒れ込むように結弦の体にもたれかかった。

「すみません、紗耶香さん。こんなになるまで抱いてしまって……」

　結弦はすぐに紗耶香を抱きとめて、いたわるように何度も背中を撫でてくれる。

「ううん、いいよ。むしろ、こんなにたくさん達けて良かったから」

　紗耶香が幸せに満ちた笑みを見せると、結弦は安堵した様子で相好を崩す。

「そう言ってもらえて何よりです」

　それから二人は、どちらからともなく唇を重ね、甘く濃密なキスを交わした。

　こうして愛を確かめ合うたびに、胸が熱く高鳴って感慨深いものが込み上げてくる。身も心も溶け合い一つになるようなこの感覚が、何よりも尊くて好きでたまらない。

　口づけを終えてから、紗耶香は表情を綻ばせて結弦の首に手を回す。

「結弦君、愛してる」

「僕も愛していますよ、紗耶香さん」

　それぞれ愛の言葉を口にした後も、二人はしばらく熱い抱擁を交わし続けていた。







　日付が変わり夜が明けてからも、結弦の心は昨夜の感動と悦びに満ち溢れていた。

　愛する女性に盛大に祝ってもらった誕生日。一晩経ってからも、こんなにも幸せな気分でいられるのは、今回が初めてである。

　今度のクリスマスや来年の紗耶香の誕生日には、自分が抱いている以上の幸せをあげたい。

　クリスマスのプレゼントはすでに用意してある。付き合って数ヶ月ちょっとだが、ずっと一緒にいたいと言ってくれている紗耶香のことだ。喜んで受け取ってくれるに違いない。

（でも、これを渡す日が近いと考えると、何だか緊張してくるな……）

　まるで奥手だった頃の自分に戻ってしまいそうだ。

　結弦はすぐに、消極的になりそうな心を振り払う。それから気を取り直し、次のクリスマスは紗耶香のために良いものにしようと、改めて意気込んだ。

　結弦が布団の中に潜り込もうとしたところで、横で眠っていた紗耶香が動き出して目を覚ます。

「あれ、まだこんな時間じゃない」

　紗耶香は目を瞬かせながら、時計と結弦を交互に見やる。

「おはようございます、紗耶香さん」

「おはよう、結弦君。ずいぶん早く起きたんだね」

「昨夜の感動が忘れられなくて、そのせいか早くに目が覚めたんです」

　結弦の返答を聞いて、紗耶香は含みのある笑みを浮べた。

「まあ、私の下着姿がそんなに良かった？」

　その表情がどことなく煽情的で、結弦は早朝から勃たせてしまいそうになる。しかしそれをどうにか抑えて、平静を装いながら言葉を紡いでいく。

「もちろん、あの下着も色っぽくて素敵でした。でも、それ以上に紗耶香さんが僕のために、あんなに素晴らしい誕生日にしてくれたのが、すごく嬉しかったです。本当にありがとうございます」

「そんなに喜んでもらえて、私も頑張って盛り上げた甲斐があったよ」

「だから僕も、今度のクリスマスや紗耶香さんの誕生日には、同じぐらい──いやそれ以上に幸せなものにすると約束します」

「本当⁉　何だかすごく楽しみになってきた！」

　紗耶香は輝くような笑顔で大はしゃぎ。そんな恋人が本当に愛らしくて、結弦もつられるように表情を綻ばせた。

「必ず素晴らしい日にしますので、今から期待してて下さい」

　結弦が甘さを含んだ声でささやくと、紗耶香は陶然と微笑みながら「うん！」と大きくうなずく。

　クリスマス当日──二人の未来をつなぐリングを受け取り、目を輝かせて喜ぶ紗耶香の姿を想像して、結弦も再び微笑みを浮かべた。







終章 ～幸せな未来に向けて～








　春になり、日差しが温かくなって、時折吹く風が心地良い。草木は緑に生い茂り、どの花も活き活きと咲いている。

「これも良いけど、こっちも着てみたいしな……。ああ駄目、全然決められないよ」

　紗耶香は鏡の前で、ウェディングドレスを次々と自分の体に合わせていた。

「紗耶香さんの納得がいくまで、じっくり選んで下さい。一生に一度の結婚式なんですから、心から気に入ったドレスを着てほしいんです」

「ありがとう。そう言ってもらえると、私も気兼ねなく選べるよ」

　もう一時間近くも迷っているにも拘らず、結弦は嫌な顔一つせずこうしてにこやかに待っていてくれる。彼はまさに最高の彼氏の鑑である。

　紗耶香と結弦は現在、結婚式の準備に追われ忙しい日々を過ごしていた。

　婚約したのは約四ヶ月前、クリスマスの夜に結弦からプロポーズを受けた。指輪を渡された瞬間、感極まって思わず涙を流し彼に抱きついたほど。

　あの感動と歓びは、未だにはっきり覚えている。この先もきっと忘れることはないだろう。

　日々の準備に追われるのも、こうしてドレス選びに悩む時間も、紗耶香にとっては幸せそのものであった。結弦も同じ気持ちでいてくれるので、尚更嬉しくてたまらない。

「あっ、これいいかも」

　紗耶香が選んだのは、袖の部分が花柄のレースになっているウェディングドレス。スカートはふんわりと広がっており、優美かつ華やかな印象である。

　店員に手伝ってもらいながらドレスに袖を通し、結弦に見てもらうために試着室を出る。

「どう？　似合ってる？」

「すごく綺麗ですよ！」

　結弦は満面の笑みを見せ、目を輝かせながら駆け寄ってきた。

「花嫁というより、お姫様みたいです！」

「ちょっと、周りの人達が見てるでしょう」

　人目も憚らず、手放しで大きな声で褒められて赤面するが、内心では満更でもなかった。

「これならきっと、お義父さんも喜んでくれると思いますよ」

「だといいけど」

　父親の話題が出た瞬間、紗耶香は複雑な面持ちでため息をつく。

　あれからもう一度、自分達の仲を認めてもらうために話し合いをした。その際、挨拶をしたいからと結弦の母も同行してくれた。

　そのおかげもあってか、とりあえずは父親からも結婚の許可は出た。

　それでもすんなりとはいかなかったし、今でもあまり結弦のことは気に入らないらしい。

　今度の結婚式だって、自分達が神前式だったので同じようしろと、しつこく押し付けてきたのだ。

　もちろん母が、娘の結婚にあれこれ指図するなと言ってくれたおかげで、こうして無事に憧れのチャペルで結婚式を挙げられることになったが。

（まあ、自分達のために着るんだから、あの人がどう思うと好きなものを着るだけよ）

　紗耶香は素早く気持ちを切り替え、自分達の幸せな未来に考えを向ける。

「さて、ドレスも素敵なものが見つかったことだし、どこかで美味しいものでも食べようか」

「それなら、この近くに良さそうなお店を見つけたので、そこに行きましょうよ。今日は僕が奢ります」

「いいよ。こんなに時間かけちゃったから、私が奢るよ」

　結弦にもやることがあるのに、今日はほとんどこちらのドレス選びに付き合わせてしまったのだ。その礼も兼ねて自分が奢りたかった。

　しかし、この時ばかりは結弦も引き下がらない。

「いえ、今日は僕に奢らせて下さい。その代わり──」

　結弦はそこで言葉を切ると、意味深な微笑みを浮べて耳打ちしてくる。

「今夜はたっぷり気持ち良くしてほしいです」

「もう、こんな所で言うなんて……！」

　濃密な夜の営みのことをささやかれ、紗耶香は先程にも増して赤面し狼狽する。

　結弦の誕生日に、セクシーな下着姿で奉仕してから、時々こうしてねだってくるようになった。

　ただおねだりされるならまだいいが、他の人もいる場所でされると恥ずかしくてたまらない。

「耳元で言ったから、誰にも聞こえてないですよ。仮に聞こえていたとしても、僕らのような結婚前のカップルばかりだから平気ですって」

「でも、恥ずかしいものは恥ずかしいんだから、少しはこっちの身にもなってよ……」

　悪びれる様子もない婚約者に、紗耶香は呆れた様子でため息をつく。その一方で、そんな彼のことを愛しく思う自分もいた。

　それから唐突に、結弦は紗耶香の手をそっと握り、指を絡ませてくる。

「本当は今すぐ抱きしめたいけど、それは帰ってからのお楽しみに取っておきます」

「それがいいと思う。私も同じ気持ちだから」

　今夜もきっと、夜遅くまで蕩けるほど愛し愛されることになるだろう。想像しただけで胸が高鳴り、体の芯も自然と熱くなる。

　結弦は紗耶香の手を握ったまま、優しくも頼もしそうな微笑みを浮べる。

「紗耶香さん、僕が必ず幸せにしますから、ずっと一緒にいて下さい」

「もちろん、ずっと一緒にいるよ。だから誰にも負けないぐらい、幸せになろうね」

　紗耶香は表情を綻ばせると、約束を交わすように結弦の手をそっと握り返した。
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　皆様、こんにちは。さくら茉ま帆ほです。

　この度は、『年下男子の××に煽られて、淫らな欲望を抑えきれません』を読んでいただき、誠にありがとうございます。

　ありがたいことに、濃蜜ラブルージュ様から七作品目を出させていただけました。これもいつも作品を読んで下さる皆様のおかげです。

　今回はアラサーのヒロインと、ヒロインに一途な年下ヒーローとの恋愛ものです。おじ様好きな私ですが、ちょっと腹黒い年下イケメンも大好きで、ファンタジー作品で一度書いたので現代ものでも書きたいと思っていました。なので今回、こうして書くことができて、とても楽しかったです。

　濃厚なＨシーンはもちろん、日常シーンでも二人の愛が感じられるような描写を心がけました。読者の皆様にも、紗耶香と結弦の相思相愛感が伝われば幸いです。

　作品の中でエクササイズについて少し触れていますが、私自身も運動不足気味なので体を動かそうと『フィットボクシング北斗の拳』を購入しました。サウザー師匠の元、運動苦手な私でも楽しく続けられ、家族からも体型がすっきりしたと言ってもらえて、買った甲斐があったと実感しています。ただ、ここ最近はあまりできていなかったので、そろそろ再開したいと思っています。

　今作から担当になった編集様、加筆修正の際に丁寧に指導して下さり、ありがとうございます。表紙を担当して下さった園その見み亜あ季き先生、色気に溢れた素敵なイラストをありがとうございます。紗耶香の下着姿や結弦の手と胸板がすごくセクシーで、見ていてとてもドキドキさせられました。

　最後に、本作を読んで下さった皆様にも、お礼を申し上げます。これからも、濃厚かつ甘い愛に溢れた作品を届けていけるよう、精進していきますのでよろしくお願いします。
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